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1. 紹介 (Executive Summary) 

1.1 ビジョンとミッション 

USDB は、ブロックチェーン技術と実物不動産資産を融合させ、金融界に革新的な

パラダイムをもたらします。東京の銀座や、ソウルの江南といった世界有数のプレ

ミアム商業地区にある建物の所有権は、これまで天文学的な価格と高い参入障壁に

より、一般の人々にとっては夢のまた夢でした。USDB はこの限界を画期的に超え

、たった 1 ドルという少額でもプレミアム不動産の部分所有権を獲得できる機会を

すべての人に提供します。 

私たちのミッションは以下の通りです： 

• 不動産所有の民主化：わずか 1 ドルから世界最高級の商業不動産に誰もが参

加できる機会を提供することで、資産所有の新たなパラダイムを創出します

。 

• 不動産プライベートメンバーシップ：USDB は単なる投資商品ではなく、プ

レミアム不動産へのメンバーシップアクセス権を提供するユーティリティト

ークンとして、実物資産の安定性と賃貸収益という実質的な恩恵をもたらし

ます。 

• 透明性の最大化：ブロックチェーンとAI 技術を組み合わせることで、資産の所有と

管理のあらゆる側面をリアルタイムで完全に透明化し、ホルダーが確認できるよう

サポートします。このような AI エージェントサービスを通じて、互いにコミュニケ

ーションを取り、信頼できるデジタル資産エコシステムを構築します。 

• アクセシビリティの革新：従来の不動産投資における地理的、財政的、知識

的障壁を取り除き、グローバルユーザーに平等なアクセスを提供します。 

• 情報の民主化：AI 技術を通じて、これまでは専門投資家しかアクセスできな

かった不動産分析インサイトやデータをすべての参加者が活用できるように

します。 

USDB は「不動産担保型トークン（Real Estate-Secured Token, 

REST）」という革新的な概念を通じて、デジタル資産の効率性とアクセシビリティ

を実物資産の安定性および内在価値と組み合わせ、金融の未来を再定義します。 



1.2 核心的価値提案 

USDB プロトコルは、以下のようなユニークな価値提案を通じて既存の金融商品や

デジタル資産と差別化されています： 

不動産プライベートメンバーシップとしてのユーティリティ価値 

• 実質的な利用価値：USDB は証券型トークンではなく、プレミアム不動産へ

のアクセス権と賃貸収益の分配という実質的なメンバーシップ特典を提供す

るユーティリティトークンです。 

• 安定的な価値保存：投機的目的ではなく、実物資産の安定的な価値保存と持

続的な収益創出を目的として設計されています。 

• グローバルコミュニティ：ユーザーは単なる投資家ではなく、グローバルプ

レミアム不動産コミュニティのメンバーとして参加します。 

二重トークン構造による価値の最適化 

• USDB：プレミアム不動産で 100％担保されるデジタル資産で、1 USDB = 1 

USD の価値を安定的に維持します。日常的な取引、価値保存、デジタル資産

エコシステムへの参加に理想的です。 

• USDB@：不動産ポートフォリオのパフォーマンスと連動した成長トークン

で、賃貸収益と資産価値上昇を通じた追加的な収益可能性を提供します。ガ

バナンス参加とエコシステム成長において重要な役割を担います。 

実物資産基盤の信頼性 

• 100％不動産担保：すべての USDB は専門家が厳選したプレミアム商業不動

産によって完全に担保されています。 

• 透明な資産証明：すべての不動産所有権と価値評価はブロックチェーンに記

録され、誰でもリアルタイムで検証可能です。 

• 監査と検証：独立した第三者による定期的な監査を実施し、資産の存在と価

値を検証します。 

AI 基盤の情報民主化 



• カスタマイズ AI エージェント：各ユーザーにパーソナライズされた AI エー

ジェントを提供し、複雑な不動産データを簡単に理解し活用できるようサポ

ートします。 

• データ駆動型意思決定：膨大な不動産データ分析を通じて、客観的かつ専門

的なインサイトを提供します。 

• 24/7 リアルタイム情報アクセス：いつでもどこでも必要な情報に即座にアク

セスできる環境を整えます。 

1.3 既存 RWA 市場の限界 

現在の実物資産トークン化（RWA）市場には、以下のような根本的な限界がありま

す： 

• 目を閉じて投げるダーツゲーム 

従来の RWAでは、年に一度発行される監査報告書を通じてしか事業の進捗状況を把

握することができません。それはまるで、目を閉じてダーツを投げるようなもので

す。現在のように世界情勢や経済環境が日々激しく変化する時代において、従来の

RWAのやり方は非常に危険であると言わざるを得ません。 

• 投機的性格：多くの RWA 商品は資産価値上昇に焦点を当てた投機的性格を

持っており、投資家に相当なリスクをもたらしています。 

• 高い参入障壁：大半の RWA 商品は機関投資家や富裕層を対象とし、最低投

資額が数万～数十万ドルに設定されているため、一般投資家のアクセスが制

限されています。 

• リスクと流動性不足：多くの RWA 商品は十分な担保なしで運営されている

ため市場変動に脆弱であり、取引市場が限定的であるため資金流動性に制約

があります。 

• 中央集権的で複雑な構造：既存の RWA 商品は中央集権的な管理構造と複雑

な法的フレームワークを持ち、透明性と効率性の面で限界を示しています。 

• 革新とデータアクセシビリティの不足：伝統的金融機関の RWA 商品は既存

の金融モデルをデジタル化するレベルにとどまっており、重要データへのア

クセスが制限されているため情報の非対称性が生じています。 

1.4 

ポスト RWA としての USDB の革新的ソリューション 



USDB プロトコルは既存の RWA 市場の限界を超えるポスト RWA ソリューションと

して、以下のような革新的アプローチで新たなパラダイムを提示します： 

不動産プライベートメンバーシップモデル 

• 証券ではなくユーティリティ：USDB は証券型トークンではなく、不動産メ

ンバーシップアクセス権を提供するユーティリティトークンとして、投機で

はなく実質的価値と収益創出に重点を置いています。 

• 安全な担保構造：100％実物不動産で担保された構造により元本損失リスク

を最小化し、デジタル資産市場の変動性からユーザーを保護します。 

• 透明な担保証明：すべての担保資産はブロックチェーンに記録されリアルタ

イムで検証可能であり、二重収益モデル（価値安定性＋賃貸収益）を通じて

持続的な価値を創出します。 

真の民主化の実現 

• 1 ドルからスタート：ブロックチェーン技術により、少額でもプレミアム不

動産に投資できるハードルを画期的に下げました。 

• グローバルアクセシビリティ：地理的制約なく世界中のユーザーが参加でき

、24/7 運営されるデジタル取引プラットフォームで複雑な法的手続きなしに

即時参加が可能です。 

• 流動性向上：不動産資産に対するトークン化された所有権をいつでも取引で

きるため、既存の不動産投資の流動性限界を克服します。 

透明性 

 

 

•透明性が最も重要です：USDB では、AI エージェントをユーザーごとに個別に配置し、カ

スタマイズされたサポートを提供しています。これにより、365 日いつでもリアルタイム

で進捗状況を確認することが可能です。従来の RWAプロジェクトでは、年に 1回の監査

報告書でしか確認することができませんでした。しかし、USDB では 365 日いつでも進行

状況を確認できます。 



 

 

AI 基盤のデータ民主化 

• データ駆動型資産選別：膨大な不動産データを分析して最適な投資対象を特

定し、AI 技術を活用して賃貸管理、メンテナンス、コスト管理を最適化しま

す。 

• ポートフォリオの動的管理：市場変化に積極的に対応して資産ポートフォリ

オを最適化し、各ユーザーにカスタマイズされた AI 分析とインサイトを提供

します。 

• 情報アクセシビリティの拡大：従来は機関投資家のみに提供されていた専門

的な不動産分析とインサイトにすべての参加者が平等にアクセスできるよう

にします。 

このような革新的アプローチを通じて、USDB は既存の RWA 市場の限界を超える

ポスト RWA ソリューションとして、デジタル資産の利便性と実物資産の安定性を

組み合わせた新たな金融パラダイムをリードします。包括的で持続可能な不動産基

盤のデジタル資産エコシステムの未来を共に創る USDB に皆様をご招待します。 
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2. 市場分析 

2.1 実物資産トークン化（RWA）市場 

実物資産トークン化（Real World 

Assets、RWA）は、ブロックチェーン技術の革新的応用分野として急速に成長して

います。従来の実物資産をデジタル形式で表現するこの技術は、アクセシビリティ

、流動性、透明性の観点から金融市場に新たなパラダイムをもたらしています。 

市場規模と成長傾向 

• 現在の市場規模: 

グローバル RWA トークン化市場は 2023 年時点で約 160 億ドル規模と評価

されており、これはデジタル資産市場全体における新興の重要分野です。 

• 主要プレイヤー: 

ブラックロック、JP モルガン、フィデリティなどの伝統的金融機関が RWA

商品を発表し市場に参入しています。ブラックロックは ETF経験を基盤に実

物資産ベースのデジタル商品を提供し、市場をリードしています。 

• 成長率: 過去 2 年間の年平均成長率（CAGR）は約 60-

70％に達し、これはデジタル資産分野で最も急成長している領域の一つです

。 

• 投資流入: 

機関投資家の RWA 市場参加が急増しており、これは規制の明確化と実物資

産基盤の安定性が主な要因となっています。 

RWA タイプ別分析 

現在の市場には様々なタイプの実物資産トークン化商品が存在し、それぞれ独自の

特性と限界を持っています： 

1. 不動産ベーストークン 

o 構造: 

商業用不動産、住宅用不動産などの所有権をデジタルトークンで表現 



o 利点: 

不動産価値の安定性、賃貸収益創出ポテンシャル、実物資産基盤の信

頼性 

o 限界: 

法的フレームワークの複雑性、限定的流動性、リアルタイム価値評価

の難しさ 

2. 貴金属ベーストークン 

o 構造: 金、銀などの貴金属をデジタル化したトークン 

o 利点: インフレヘッジ、グローバル認知価値、相対的安定性 

o 限界: 収益創出機会の不在、保管コスト、市場変動による価格影響 

3. 代替投資資産トークン 

o 構造: 

美術品、ワイン、希少コレクション品などの代替投資資産をトークン

化 

o 利点: ユニークな価値提案、非相関資産によるポートフォリオ多様化 

o 限界: 価値評価の主観性、極端に低い流動性、専門知識の必要性 

4. 商品およびインフラトークン 

o 構造: 

エネルギー、農産物、インフラプロジェクトなどの実物資産トークン

化 

o 利点: 必須資産エクスポージャー、実質経済価値創出 

o 限界: 複雑な運営構造、規制不確実性、プロジェクトリスク 

既存 RWA 市場の限界 

ブラックロックなどの既存金融機関が主導する RWA 市場には以下のような根本的

な限界があります： 

• 投機的性格: 

多くの RWA 商品は資産価値上昇に焦点を当てた投機的性格を持ち、投資家

に相当なリスクをもたらしています。 

• 高い参入障壁: 

ほとんどの RWA 商品は機関投資家や高額資産家を対象としており、最低投

資額が数万～数十万ドルに設定されているため一般投資家のアクセスが制限

されています。 



• 投資リスク: 

多くの RWA 商品は十分な担保なしで運営されているため市場変動に脆弱で

あり、投資家の元本損失リスクが相対的に高くなっています。 

• 限定的流動性: 

大半の RWA トークンは取引市場が限定的で、円滑な売買が難しく投資家の

資金流動性を制限しています。 

• 中央集権的構造: 

既存金融機関が提供する RWA 商品は中央集権的管理構造を持ち、透明性と

コスト効率性の面で限界を示しています。 

• 複雑な法的構造: 

既存 RWA 商品は複雑な法的構造と仲介者層を通じて運営され、透明性と効

率性が低下しています。 

• 革新の不足: 

伝統的金融機関の RWA 商品は既存金融モデルのデジタル化レベルにとどま

り、ブロックチェーン技術の革新的可能性を十分に活用できていません。 

• データアクセシビリティの制限: 

資産パフォーマンス、価値評価、市場分析などの重要データへのアクセスが

制限され、情報非対称性が発生しています。 

市場トレンドと機会 

RWA 市場で観察される主要トレンドと機会は以下の通りです： 

• 民主化需要の増加: 

アクセシビリティが高く参入障壁の低い RWA ソリューションへの市場需要

が急増しています。 

• 資産分割所有権: 

分割可能なデジタルトークンを通じて高額実物資産に少額投資できる可能性

が拡大しています。 

• 透明性強化: 

ブロックチェーンベースの透明な資産証明とリアルタイムモニタリングへの

関心が高まっています。 

• 収益創出モデル: 

単純な価値保存を超えた実質的収益を創出できる RWA モデルへの需要が増

加しています。 



• 規制明確化: 

主要国政府が RWA関連規制フレームワークを開発しており、法的確実性が

徐々に向上しています。 

このような市場分析から、USDB のような実物不動産資産を基盤とする革新的トー

クンが現在市場の限界を解決しながら新たな価値を創出できる有利な環境が形成さ

れていることが示唆されます。 

2.2 不動産トークン化市場の機会 

不動産トークン化はグローバル不動産市場の価値とブロックチェーン技術の革新を

組み合わせ、新たな投資パラダイムを創出しています。 

グローバル不動産市場の現状 

• 市場規模: 

グローバル不動産市場の総価値は約 326.5 兆ドル（2023 年基準）と推定さ

れ、これは世界のすべての主要資産クラスの中で最大規模です。 

• 商業用不動産: 

商業用不動産市場は約 32.6 兆ドル規模で、全体不動産市場の約 10％を占め

ています。 

• プレミアム市場: 

ニューヨーク、東京、ロンドン、ソウル、シンガポールなど主要グローバル

都市のプレミアム商業地区の不動産は、特に高い価値と安定的な収益率を示

しています。 

• 投資動向: 

機関投資家はポートフォリオ多様化とインフレヘッジのために商業用不動産

への配分を増加させる傾向にあります。 

トークン化の可能性 

不動産トークン化は数兆ドル規模の市場に革新的な変化をもたらす潜在力を持って

います： 

• 市場規模予測: 

不動産トークン化市場は 2023 年の約 50 億ドルから 2030 年までに 400 億ド

ル以上に成長すると予想されています（年平均成長率 35％）。 



• 流動性向上: 

トークン化は従来流動性の低い不動産資産を 24/7 取引可能なデジタルトー

クンに変換することで、流動性プレミアムを解消できます。 

• グローバルアクセシビリティ: 

地理的制約なく世界中の投資家が様々な地域の不動産にアクセスできるよう

になります。 

• 分割所有権: 

高額プレミアム不動産を少額単位で分割し、より多くの投資家が参加できる

ようにします。 

現在の市場課題 

不動産トークン化市場はまだ初期段階であり、次のような課題があります： 

• 法的フレームワーク: 

多くの国では不動産トークン化に関する明確な法的フレームワークがまだ開

発中です。 

• 信頼と検証: 

実物資産とデジタルトークン間の連携に関する信頼性のある検証メカニズム

が必要です。 

• 市場認識: 

従来の不動産投資家とデジタル資産投資家の間の認識ギャップがまだ存在し

ています。 

• 技術的複雑性: 

不動産の法的要件とブロックチェーン技術を効果的に統合することは技術的

に複雑な課題です。 

USDB の市場機会 

このような市場環境において USDB は以下のようなユニークな機会を捉えることが

できます： 

• 不動産プライベートメンバーシップモデル: 

USDB は単なる投資商品ではなく、プレミアム不動産へのメンバーシップア

クセス権を提供するユーティリティトークンとして、証券型トークンとは明



確に区別されます。このメンバーシップは不動産価値の安定性と賃貸収益と

いう実質的恩恵を提供します。 

• 安全な担保型トークンモデル: 

100％実物不動産で担保されているため元本損失リスクが最小化された安全

なデジタル資産を提供します。これにより投資家は変動性の高い市場でも相

対的に安定した価値を維持できます。 

• 革新的デジタル通貨モデル: 

安定的価値保存機能と不動産トークンの資産基盤価値を組み合わせ、新たな

デジタル資産カテゴリーを創出します。 

• 収益創出モデル: 

一般的なデジタル資産とは異なり、不動産賃貸収益を通じた実質的収益創出

モデルを提供します。 

• プレミアム資産アクセシビリティ: 

個人投資家がアクセスしにくいグローバルプレミアム商業用不動産へのアク

セスを提供します。 

• AI 技術統合: 

不動産データ分析と AI 技術を統合して情報非対称性を解消し、投資決定を最

適化します。 

USDB は不動産トークン化市場の初期的課題を解決すると同時に、デジタル通貨と

不動産投資の利点を組み合わせて新たな市場カテゴリーをリードできる位置にあり

ます。 

2.3 競合分析 

不動産ベースデジタル資産および関連市場において USDB と競合または類似サービ

スを提供するプロジェクトを分析し、USDB の差別化要素を特定します。 

主要競合カテゴリー 

USDB は以下の四つの主要カテゴリーのプロジェクトと競合または相互作用すると

予想されます： 

1. 主要デジタル通貨 

o 代表例: ビットコイン、イーサリアム、主要デジタルドル 

o 強み: 高い流動性、広範な採用、実績のある歴史 



o 弱み: 価値変動性、収益創出不在、実物資産連携不足 

o USDB 差別点: 

実物不動産担保、収益創出メカニズム、透明な資産証明 

2. 不動産トークン化プラットフォーム 

o 代表例: RealT、Propy、Blocksquare 

o 強み: 不動産特化、資産別トークン化、法的構造開発 

o 弱み: 低い流動性、個別資産リスク、安定的価値維持機能不足 

o USDB 差別点: ポートフォリオアプローチ、安定的価値、拡張性 

3. 資産ベースデジタルトークン 

o 代表例: PAX Gold、一部の実験的プロジェクト 

o 強み: 実物資産担保、インフレヘッジ可能性 

o 弱み: 限定的な資産タイプ、複雑な法的構造、低い収益性 

o USDB 差別点: 不動産特化、二重トークン構造、AI ベース資産管理 

4. 伝統的不動産投資商品 

o 代表例: REITs、不動産ファンド、直接投資 

o 強み: 規制遵守、実績のある歴史、専門的管理 

o 弱み: 高い参入障壁、限定的流動性、複雑な参加プロセス 

o USDB 差別点: 

低い参入障壁、24/7 流動性、ブロックチェーンベースの透明性 

競争優位性分析 

USDB は以下の核心的領域で競争優位性を持ちます： 

1. 不動産プライベートメンバーシップとしてのユーティリティ価値 

o USDB は証券型トークンではなく、プレミアム不動産へのアクセス権

と賃貸収益分配という実質的利用価値を提供するユーティリティトー

クンです。 

o 投機的目的ではなく、実物資産の安定的価値保存と持続的な収益創出

を目的として設計されています。 

o ユーザーは単なる投資家ではなく、グローバルプレミアム不動産コミ

ュニティのメンバーとして参加します。 

o トークンの価値は投機的期待ではなく、実物資産の内在価値と有用性

に基づいています。 



2. 優れた安全性と担保構造 

o USDB のすべてのトークンは実際のプレミアム商業用不動産によって

100％担保され、元本損失リスクが最小化されています。 

o 担保資産の価値がリアルタイムで追跡されブロックチェーンに記録さ

れ、透明性を保証します。 

o 安定的な不動産資産基盤の担保構造により、デジタル資産市場の極端

な変動性からユーザーを保護します。 

o 複数の安全措置とリスク管理システムにより、予期せぬ市場状況下で

も安定性を維持します。 

3. 実物資産連携 

o USDB のすべてのトークンは実際のプレミアム商業用不動産によって

担保されています。 

o 既存デジタル資産と比較してインフレヘッジと実質的価値保存機能が

強化されています。 

o ブロックチェーンに記録された不動産所有権により透明性と検証可能

性を提供します。 

4. 二重収益モデル 

o 既存デジタル資産: 価格上昇のみに依存 

o USDB エコシステム: 価値安定性 + 不動産賃貸収益 + 

資産価値上昇機会 

o USDB@トークンを通じて資産パフォーマンスに直接参加できる機会

を提供します。 

5. AI ベース運営システム 

o パーソナライズされた AI エージェントを通じて専門的な不動産投資イ

ンサイトにアクセスできます。 

o データ駆動型資産選別と管理によりポートフォリオパフォーマンスを

最適化します。 

o 既存不動産投資商品と比較して情報非対称性を大幅に解消します。 

6. アクセシビリティとユーザー体験 

o 最低 1 ドルから投資可能な低い参入障壁を提供します。 

o 24/7 取引可能なトークン形態で流動性を最大化します。 

o 直感的インターフェースとパーソナライズされた情報でユーザー体験

を向上させます。 

潜在的競合対応戦略 



競争環境での USDB の継続的差別化のための戦略： 

• 継続的ポートフォリオ最適化: 

AI ベースデータ分析を活用して最高の不動産資産を継続的に発掘し最適化し

ます。 

• 規制先制対応: 

変化する規制環境に積極的に対応し、長期的な運営安定性を確保します。 

• 戦略的パートナーシップ: 

主要デジタル資産プラットフォーム、取引所、金融機関とのパートナーシッ

プを通じて流動性と採用率を高めます。 

• 技術革新の加速: 

ブロックチェーンと AI 技術の継続的な改善を通じて競争優位性を維持します

。 

USDB はデジタル資産の利便性、不動産投資の価値保存、そしてブロックチェーン

と AI の革新を組み合わせてユニークな市場ポジションを構築しています。 
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2.4 ターゲットユーザーセグメント 

USDB プロトコルは多様なユーザーグループのニーズを満たすよう設計されており

、各セグメント別の価値提案を明確に定義しています。 

主要ターゲットセグメント 

1. 価値保存追求者 

o プロフィール: 

インフレ懸念がある環境で資産価値を安全に保存したい個人および機

関 

o 主なニーズ: 安定的価値保存、インフレヘッジ、適切な収益性 

o USDB価値提案: 

実物不動産担保による安定性、賃貸収益参加、資産価値上昇機会 

o 利用シナリオ: 中長期資産保管、インフレ対策資産配分 

2. デジタル資産投資家 

o プロフィール: 

デジタル資産市場に慣れているが変動性管理とポートフォリオ多様化

が必要な投資家 

o 主なニーズ: 市場下落期の安全資産、簡単な出入口、追加収益機会 

o USDB価値提案: 

安定的価値、ブロックチェーンネイティブ環境、USDB@を通じた成

長参加 

o 利用シナリオ: 

変動性の高いデジタル資産ポジションのヘッジ、市場タイミング戦略

、流動性管理 

3. 分散型金融参加者 

o プロフィール: 収益最大化を追求する積極的な分散型金融ユーザー 

o 主なニーズ: 安定的担保資産、流動性供給手段、複合収益戦略 

o USDB価値提案: 

実物資産基盤担保、ステーキングインセンティブ、二重トークン戦略 

o 利用シナリオ: レバレッジ戦略、流動性プール参加、複合金利戦略 

4. 不動産投資希望者 



o プロフィール: 

不動産に関心があるが高い参入障壁でアクセスできなかった個人 

o 主なニーズ: 低い参入障壁、ポートフォリオ多様化、専門的管理 

o USDB価値提案: 

少額参加可能、グローバルプレミアム不動産露出、AI ベース資産管理 

o 利用シナリオ: 

ポートフォリオ多様化、不動産市場初参入、グローバル分散投資 

5. 機関投資家 

o プロフィール: 

規制遵守と安定性を重視する企業、財団、資産管理会社 

o 主なニーズ: 

検証可能な資産、明確な法的構造、規制遵守、大規模流動性 

o USDB価値提案: 

透明な資産証明、監査可能なスマートコントラクト、規制親和的設計 

o 利用シナリオ: 

財務余剰金管理、ポートフォリオ多様化、デジタル資産エクスポージ

ャー 

地域別ターゲットユーザー 

USDB はグローバルプロジェクトとして以下のような地域別特性とニーズを考慮し

ます： 

• 北米および欧州: 規制確実性、透明性、実績を重視する成熟市場 

• アジア: 

不動産投資文化が強く、グローバルプレミアム資産へのアクセシビリティを

追求 

• 新興市場: 

インフレリスクが高く現地通貨の安定性が低い地域での安全資産需要 

ユーザージャーニー設計 

各セグメントの効果的なオンボーディングと長期的参加のための戦略： 

1. 発見と教育 



o セグメント別カスタマイズ教育コンテンツ提供 

o 不動産ベースデジタル資産の革新性と利点伝達 

o 透明な情報提供による信頼構築 

2. オンボーディング体験 

o 直感的ユーザーインターフェースとステップバイステップガイド 

o 多様な購入および参加オプション提供 

o カスタマイズ AI エージェントの初期設定と活用 

3. 継続的参加 

o パーソナライズされたポートフォリオパフォーマンスレポートとイン

サイト 

o コミュニティ参加とガバナンス機会 

o 長期保有とステーキングインセンティブ 

4. 拡張と推薦 

o ユーザーパフォーマンスに基づく追加参加誘導 

o 推薦プログラムとネットワーク拡張インセンティブ 

o 成功事例と経験共有プラットフォーム 

USDB はこのような細分化されたターゲティングとカスタマイズされた価値提案を

通じて、多様なユーザーグループの固有ニーズを満たし、不動産担保型デジタル資

産という革新的カテゴリーの採用を加速させていきます。 

  



3. デュアルトークン構造：USDB と USDB@ 

USDB プロトコルは、安定性と成長潜在力を最適化するための革新的なデュアルト

ークンシステムを導入します。USDB プロトコルは二種類のコインで構成されてい

ます。USDB コインと USDB@（USDB アルファ）コインです。この構造では、異

なる目的と機能を持つ二つのトークンが相互補完的に機能し、エコシステムのバラ

ンスと持続可能性をサポートします。 

3.1 USDB：建物ベースのステーブルコイン 

USDB はプロトコルの中核となるステーブルコインであり、実物不動産資産を担保

として安定した価値を維持します。 

基本特性 

• 価値固定：1 USDB は常に 1 

USD の価値を維持します。これは不動産資産の安定した価値によって裏付け

られています。 

• 不動産担保：発行されたすべての USDB トークンは、同等以上の価値を持つ

プレミアム商業用不動産によって 100%担保されています。 

• 法的分離：担保資産は発行主体の一般資産と法的に完全に分離して保管され

るため、発行機関の信用リスクから独立しています。 

• トークン標準：イーサリアムベースの ERC-

20 標準に準拠し、幅広い互換性とアクセシビリティを提供します。 

発行および償却メカニズム 

USDB の発行と償却は、透明で体系的なプロセスを通じて行われます： 

1. 発行プロセス： 

o ユーザーが USDB を購入すると、その資金は安全なエスクローアカウ

ントに保管されます。 

o 一定額が集まると、あらかじめ選別されたプレミアム不動産資産を購

入します。 



o 資産購入が完了すると、その価値に相当する USDB トークンがスマー

トコントラクトを通じて自動的に発行されます。 

o すべての発行過程はブロックチェーンに記録され、透明に追跡できま

す。 

2. 償却プロセス： 

o ユーザーが USDB を買い戻すと、該当するトークンはスマートコント

ラクトによって自動的に償却されます。 

o 必要に応じて担保不動産資産の一部が売却され、買戻し資金を確保し

ます。 

o 少額の買戻しは流動性準備金を通じて即時処理され、大規模な買戻し

は段階的処理手順に従います。 

o 償却されたトークンは永久に流通量から除外されます。 

主な利用ケース 

USDB は以下のような多様な利用ケースに適しています： 

• 安定した価値保存手段：インフレーションと市場変動性から資産価値を保護

します。 

• 決済手段：一定の価値を維持し、効率的な取引および決済手段として活用さ

れます。 

• DeFi参加：様々な分散型金融プロトコルで安定した担保資産として活用され

ます。 

• 不動産エクスポージャー：直接的な不動産投資なしに、高品質な不動産ポー

トフォリオへのエクスポージャーを提供します。 

3.2 USDB@：ユーティリティおよび成長トークン 

USDB@はプロトコルの成長とガバナンスを担当するユーティリティトークンであ

り、資産パフォーマンスに応じた価値上昇の可能性を提供します。 

基本特性 

• 価値変動性：USDB@の価値は固定されておらず、不動産ポートフォリオの

パフォーマンスと市場需要に応じて変動します。 



• 有限供給：合計 10 億 USDB@トークンが発行され、追加発行はありません

。この有限供給は、エコシステムの成長に伴うトークン価値上昇の可能性を

サポートします。 

• ERC-20 標準：USDB と同様に、イーサリアムベースの ERC-

20 標準に準拠し、幅広い互換性を提供します。 

• ステーキング可能：トークン保有者は USDB@をステーキングして追加報酬

とガバナンス権限を獲得できます。 

核心機能 

USDB@は以下のような核心機能を果たします： 

1. ガバナンス参加： 

o プロトコルの主要パラメータおよびアップグレードに関する投票権 

o 新しい不動産資産の購入および売却決定への参加 

o 手数料構造および収益分配比率の調整に関する意思決定 

o コミュニティ提案および改善事項の投票 

2. 収益分配請求権： 

o 不動産ポートフォリオから発生する賃貸収益の分配を受ける権利 

o 資産価値上昇に伴う恩恵の共有 

o ステーキング報酬および追加インセンティブの獲得 

o プロトコル手数料収益の一部分配 

3. エコシステムインセンティブ： 

o USDB 採用増加に伴うエコシステム成長の経済的報酬 

o 流動性提供およびエコシステム貢献に対するインセンティブ 

o 長期参加者のためのロイヤルティ報酬 

o 開発者およびパートナーエコシステムのサポート 

分配および獲得方法 

ユーザーは以下の方法で USDB@トークンを獲得できます： 

• USDB 購入報酬：USDB を購入するユーザーにインセンティブとして USDB

@トークンを分配 



• ステーキング報酬：USDB または USDB@をステーキングして追加 USDB@

を獲得 

• ガバナンス参加：活発なガバナンス参加およびコミュニティ貢献に対する報

酬 

• エコシステム報酬：流動性提供、開発者貢献、マーケティング活動などに対

する報酬 

• トークン取引：暗号資産取引所での直接購入 

 

 

3.3 価値 定化メカニズム 

USDB プロトコルは USDB の価値を安定的に 1 USD 

に維持するための様々なメカニズムを実装しています。 

不動産担保システム 

不動産担保は USDB の最も基本的な価値安定化メカニズムです： 
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• 不動産資産担保: USDB 

はプレミアム商業用不動産を担保として活用し、トークン価値の安定性をサ

ポートします。 

• 担保価値モニタリング: 

独立した不動産評価士が定期的にすべての担保資産の価値を評価し、この評

価結果はブロックチェーンに記録されます。 

• 動的担保管理: 

不動産価値が変動するにつれてポートフォリオ構成が調整され、持続的な資

産価値を維持します。 

• 透明な資産証明: 

すべての担保資産はブロックチェーンに記録され、リアルタイムで検証可能

です。 

 

 

市場安定化機構 

市場での USDB価格変動に対応するためのメカニズム： 
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1. アルゴリズムベースの価格安定化： 

o 価格が 1 

USD 以上に上昇した場合、新しい USDB発行を促進して価格を下落さ

せます。 

o 価格が 1 

USD 以下に下落した場合、USDB 買入れおよび償却を通じて価格を上

昇させます。 

o これらの調整は市場参加者に裁定取引の機会を提供し、自然な価格収

束を誘導します。 

2. 流動性管理： 

o 総 USDB発行量の一定比率（約 10-

15%）を流動性準備金として維持します。 

o 様々な取引所と流動性プールに USDB 流動性を提供し、市場効率性を

向上させます。 

o 大規模な買戻しに備えた段階的な流動性確保計画を用意します。 

3. インセンティブ調整： 

o USDB@インセンティブ比率を調整して USDB 需要を管理します。 

o 市場状況に応じてステーキング報酬率を動的に調整します。 

o 流動性提供者へのインセンティブを通じて市場の深さを維持します。 

リスク軽減措置 

予期せぬ市場ショックや不動産価値下落に備えた安全装置： 

• 分散された不動産ポートフォリオ：地域、タイプ、テナントなどを多角化し

て特定の不動産市場のリスクへのエクスポージャーを最小化します。 

• 緊急準備金：プロトコル手数料と収益の一部を緊急準備金として積み立て、

極端な市場状況に備えます。 

• 段階的買戻し処理：大規模な買戻し要請はシステムの安定性のために段階的

に処理されます。 

• ガバナンス緊急措置：極端な市場状況において USDB@ホルダーのガバナン

ス投票を通じて特別安定化措置を実行できます。 

3.4 トークノミクス要約 

USDB エコシステムのトークノミクスは、長期的な持続可能性とすべての参加者に

価値を提供することを目標として設計されています。 



トークン供給および分配 

USDB： 

• 最大供給量：制限なし（市場需要と担保資産確保に応じて拡張） 

• 初期発行量：プリセールおよび初期投資家の需要に応じて決定 

USDB@： 

• 総供給量：10 億 USDB@（固定） 

• 分配構造：  

o 40%：USDB 購入者インセンティブプール（10 年かけて段階的配布） 

o 20%：トークンセール（プリセール、パブリックセール） 

o 15%：マーケティングおよびエコシステム成長 

o 15%：財団リザーブ（戦略的機会および緊急状況対応） 

o 10%：チームおよびアドバイザー（4 年ベスティング、1 年クリフ） 

収益フローおよび分配 

プロトコルの収益構造と分配メカニズム： 

1. 賃貸収益： 

o 不動産ポートフォリオから発生する賃貸収益の 60%は USDB@ホルダ

ーに分配 

o 20%は不動産維持管理および運営コストに割り当て 

o 10%はプロトコル開発および拡張資金として使用 

o 10%は緊急準備金として積立 

2. プロトコル手数料： 

o 買戻し手数料（0.1-

0.5%）：大規模買戻し時に適用、エコシステム安定性維持に使用 

o 取引手数料（0.05%）：USDB 取引時に発生、流動性提供者報酬およ

びプロトコル運営に使用 

3. 資産価値上昇： 

o 不動産資産価値上昇は USDB@の内在価値増加として反映 

o 一部資産は戦略的に売却して収益実現およびポートフォリオ再調整 

インセンティブ構造 



 

ユーザー参加とエコシステム成長を促進するためのインセンティブ設計： 

1. USDB 購入報酬： 

o USDB 購入時に一定比率の USDB@トークンを報酬として提供 

o 購入金額と保有期間に比例する報酬構造 

o 初期ユーザーと長期保有者に追加ボーナスを提供 

2. ステーキングインセンティブ： 

o USDB ステーキング：年間 3-

15%相当の USDB@トークン報酬（ロック期間に応じて差別化） 

o USDB@ステーキング：賃貸収益分配に対する追加重みづけおよびガ

バナンス権限 

3. エコシステム参加報酬： 

o 流動性提供：DEX に USDB 流動性を提供するユーザーに追加 USDB@

報酬 

o ガバナンス参加：投票および提案活動に対するインセンティブ 
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o コミュニティ貢献：コンテンツ作成、マーケティング、開発などエコ

システム貢献に対する報酬 

価値捕捉メカニズム 

USDB エコシステムは以下のようなメカニズムを通じて長期的な価値創造と捕捉を

サポートします： 

• 不動産資産最適化：AI ベースの資産管理を通じて賃貸収益および資産価値最

適化 

• トークンバイバックおよび償却：プロトコル収益の一部を活用した USDB@

購入および償却 

• ポートフォリオ拡張：賃貸収益と新規 USDB発行を通じた不動産ポートフォ

リオの持続的拡張 

• 市場拡大：新しい地域および資産タイプへの拡張による成長潜在力 

このようなデュアルトークン構造と経済モデルを通じて、USDB プロトコルは安定

性、成長性、持続可能性をバランスよく追求し、すべてのエコシステム参加者に差

別化された価値を提供します。 

  



4. 不動産資産戦略 

USDB プロトコルの核心的な競争力は、厳選されたプレミアム不動産資産ポートフ

ォリオにあります。この章では、USDB が不動産資産を選定、取得、管理する戦略

とプロセスについて説明します。 

4.1 不動産選定基準 

USDB は長期的な安定性と収益性を保証するために、厳格な基準に従って不動産資

産を選定します。 

立地品質評価 

最優先で考慮される要素は不動産の立地です： 

• プレミアム商圏：東京の銀座、ソウルの江南など、グローバルなプレミアム

商業地区内に位置する不動産を優先的に検討します。 

• 交通アクセス：主要な公共交通機関との接続性、道路アクセス、人の流れな

どを総合的に評価します。 

• インフラ発達度：周辺の利便施設、商業施設、ビジネス環境などインフラの

質と多様性を評価します。 

• 将来の開発計画：該当地域の都市開発計画、インフラ拡張計画など長期的発

展可能性を考慮します。 

建物品質基準 

資産自体の物理的特性と品質も重要な選定基準です： 

• 建築グレード：A クラス以上のプレミアム建築物を優先選定し、建築年数、

構造的品質、設備レベルなどを評価します。 

• エネルギー効率：環境認証を受けたりエネルギー効率の高い建物を好み、運

用コスト削減と環境持続可能性を追求します。 

• 設備の現代化：先端通信施設、セキュリティシステム、スマートビル機能な

ど現代的設備を備えた建物を重視します。 



• メンテナンス状態：過去のメンテナンス履歴、現在の状態、今後必要な大規

模修繕の可能性などを徹底的に点検します。 

財務パフォーマンス要件 

投資収益性を保証するための財務基準を適用します： 

• 賃貸利回り：最低年間 3%以上の純賃貸利回り（Net Rental 

Yield）を目標とし、可能な場合は 4-5%を追求します。 

• テナント品質：信用格付けの高い（AAA クラス）企業、グローバルブランド

、金融機関など安定的な長期テナントがいる不動産を優先します。 

• 契約構造：長期賃貸契約、物価連動賃料調整条項、安定的な更新履歴など契

約の構造と安定性を重視します。 

• コスト効率性：管理費、メンテナンスコスト、税金など運営コストに対して

効率的な収益を創出できる資産を選定します。 

法的・規制的要件 

法的安定性と規制リスク最小化のための基準も重要に考慮されます： 

• 所有権明確性：紛争可能性のない明確な所有権履歴を持つ不動産のみを対象

とします。 

• 規制環境：不動産規制が安定的で予測可能な地域を好み、規制変化の影響を

継続的に分析します。 

• 税効率性：課税構造が効率的で二重課税防止協定などを活用できる地域の資

産を優先します。 

• 外国人投資親和性：外国人投資に対する制限が少なく資本移動が自由な国の

不動産を優先考慮します。 

4.2 目標市場 

USDB プロトコルはグローバル市場の中でも特に安定性、収益性、成長潜在力が検

証された特定のプレミアム不動産市場に戦略的に集中します。 

日本 東京 銀座 

銀座は USDB の最優先投資対象地域であり、以下のような独特な特性を持ちます： 



• 長期的価値安定性：数十年にわたり持続的な価値を維持し、景気後退期にも

相対的に安定した価格を維持してきた歴史があります。 

• プレミアム商圏：世界的な高級ブランド、金融機関、大企業本社などが集中

し、安定的なテナントプールを提供します。 

• 限定的な供給：厳格な建築規制と限られた利用可能な土地により、新規供給

が限定的であり、これが長期的な価値上昇を支えています。 

• 観光・商業の中心地：国内外からの訪問者が継続的に流入する観光名所であ

り商業の中心地として、商業活動が活発です。 

韓国 ソウル 江南 

江南地域は以下のような投資魅力を提供します： 

• ビジネス中心地：主要大企業、金融機関、IT 企業が集中するソウルの核心ビ

ジネス地区です。 

• 持続的成長：過去数十年間、持続的な不動産価値上昇と賃料成長を経験しま

した。 

• イノベーションエコシステム：先端技術企業とスタートアップが集中するイ

ノベーションハブとして、将来の成長潜在力が大きいです。 

• インフラ優秀性：発達した公共交通、教育施設、商業施設など優れたインフ

ラを備えています。 

シンガポール CBD 

シンガポールはアジア金融の中心地として以下のような利点を提供します： 

• 国際金融ハブ：グローバル金融機関が集中しており、安定的な賃貸需要が保

証されています。 

• 政治的安定性：高い政治的・経済的安定性を基盤とした投資安全性が卓越し

ています。 

• ビジネスフレンドリーな環境：透明な法的・規制的環境により、不動産投資

の不確実性が低いです。 

• 限られた土地供給：物理的に限られた都市国家として、プレミアム不動産の

希少性が高いです。 



段階的拡張市場 

初期市場成功後、段階的に拡張を考慮する市場です： 

• ニューヨーク 

マンハッタン：グローバル商業・金融の中心地として、長期的価値安定性が

検証されています。 

• ロンドン 

シティ：欧州最大の金融中心地として、国際的投資家に人気のある市場です

。 

• 香港 

セントラル：中国と国際市場を結ぶ重要なハブとして、プレミアム商業用不

動産需要が高いです。 

• ドバイ 

DIFC：中東の成長する金融中心地として、国際投資に開放的な環境を提供し

ます。 

4.3 デューデリジェンスおよび認証プロセス 

USDB プロトコルは不動産購入決定が徹底的なデューデリジェンスと検証を経て行

われるよう厳格なプロセスを構築しました。 



 

 

 

多段階デューデリジェンスプロセス 

すべての不動産購入は以下のような体系的なデューデリジェンスプロセスを経ます

： 

1. 初期スクリーニング： 

o AI アルゴリズムを活用した市場データ分析および潜在的対象資産の識

別 

o 核心選定基準による予備評価およびスコアリング 

o 立地、建物品質、財務パフォーマンスに関する初期分析 

2. 財務分析： 

o 過去の賃貸履歴、利回り、コスト構造に関する詳細分析 

o キャッシュフローモデリングおよび様々なシナリオテスト 

o 資産価値評価および投資収益率（ROI）予測 

o リスク要素の識別および定量化 

            

             

           

     

    

                

        

              

                 

        

              

            

   

  



3. 法的デューデリジェンス： 

o 所有権履歴、登記簿調査、法的制限および権利関係の検討 

o 賃貸契約レビューおよびテナント義務分析 

o 環境規制遵守の確認 

o 潜在的法的リスク評価 

4. 物理的デューデリジェンス： 

o 現場訪問および建物状態の専門家検査 

o 構造的安全性、施設状態、外観などの評価 

o メンテナンス履歴および今後必要な修繕・改善項目の確認 

o 環境評価および持続可能性分析 

5. 市場および立地分析： 

o 地域市場動向および競争環境分析 

o 賃料レベルおよび成長潜在力評価 

o 空室率および需給ダイナミクス調査 

o 地域開発計画および規制変化の影響評価 

専門家参加および認証 

様々な専門家が購入決定プロセスに参加し、多角的検証を提供します： 

• 不動産鑑定士：独立した鑑定士が資産の公正市場価値を評価します。 

• 法律専門家：不動産法、税法、国際投資法の専門家が法的構造とリスクを検

討します。 

• 建築・エンジニアリング専門家：建物の構造的状態、設備品質、技術的仕様

を評価します。 

• 市場アナリスト：不動産市場専門家が地域市場条件と展望を分析します。 

• 環境専門家：環境リスク要素と持続可能性を評価します。 

ブロックチェーンベースの透明性 

USDB は不動産デューデリジェンスおよび認証プロセスの透明性を保証するために

ブロックチェーン技術を活用します： 



• デジタル資産証明：各不動産の法的文書、評価レポート、検査結果などをブ

ロックチェーンにハッシュ形式で記録し、改ざん不可能な証明を提供します

。 

• デューデリジェンス履歴追跡：すべてのデューデリジェンスステップと決定

プロセスがブロックチェーンに記録され、追跡可能性を提供します。 

• 透明な評価手順：資産評価方法論、基準、結果が透明に公開され、信頼性を

高めます。 

• コミュニティ検証：USDB@トークン保有者は資産選定プロセスに関する情

報にアクセスし、主要決定に参加できます。 

4.4 ポートフォリオ分散戦略 

USDB は長期的な安定性とパフォーマンス最適化のために体系的なポートフォリオ

分散戦略を実施します。 

地理的分散 

グローバル市場の様々な地域に分散投資することで、特定地域の景気変動リスクを

軽減します： 

• 初期段階：前述の核心市場（東京、ソウル、シンガポール）に集中します。 

• 中期段階：ニューヨーク、ロンドンなど追加核心市場へ拡張します。 

• 長期段階：地理的に多様な市場に分散投資し、地域リスクを最小化します。 

• 分散基準：単一国に総資産の 40%以上が集中しないよう管理します。 

資産タイプの分散 

様々なタイプの商業用不動産に投資し、特定セクターのリスクを分散します： 

• オフィスビル：初期ポートフォリオの核心として、安定的な長期賃貸収益を

提供します。 

• 商業施設：プレミアムリテールスペースとして、ブランドテナントを通じた

安定的収益が期待できます。 

• 複合用途ビル：オフィス、商業、ホテルなど多様な用途を組み合わせた建物

で分散効果を高めます。 



• 物流センター：電子商取引の成長に伴う需要増加が予想されるプレミアム物

流施設も中長期的に考慮します。 

テナント分散 

多様な産業と企業規模のテナントポートフォリオを構築します： 

• 産業分散：金融、IT、小売、専門サービスなど多様な産業のテナントを確保

し、特定産業低迷の影響を最小化します。 

• 契約期間分散：短期、中期、長期賃貸契約を混合し、再契約リスクを分散し

ます。 

• テナント規模分散：大企業から成長中の中小企業まで多様な規模のテナント

を誘致します。 

• 集中制限：単一テナントが総賃貸収益の 15%以上を占めないよう管理します

。 

AI ベースのポートフォリオ最適化 

USDB は AI 技術を活用してポートフォリオを継続的に最適化します： 

• データ駆動型意思決定：膨大な不動産市場データとマクロ経済指標を分析し

て最適な資産配分を決定します。 

• 動的リスク管理：市場状況の変化に応じてリスクプロファイルを継続的に調

整します。 

• パフォーマンス予測モデリング：AI アルゴリズムを活用して様々なシナリオ

でのポートフォリオパフォーマンスを予測します。 

• 最適購入・売却タイミング：市場サイクル分析を通じて最適な資産購入およ

び売却時点を特定します。 

このような体系的な不動産資産戦略を通じて、USDB は安定的かつ収益性の高い不

動産ポートフォリオを構築し、トークン保有者に持続可能な価値を提供します。 

  



5. 収益創出モデル 

USDB プロトコルは、実物不動産資産を基盤として多様な収益の流れを生み出し、

これをエコシステム参加者に分配する持続可能な経済モデルを構築しました。この

章では、USDB の多様な収益源と分配メカニズムについて説明します。 

 

5.1 賃貸収益分配 

USDB プロトコルの最も重要な収益源は、保有不動産から発生する安定的な賃貸収

益です。 
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賃貸収益構造 

プロトコルが保有する不動産は、以下のような方法で賃貸収益を創出します： 

• 長期賃貸契約：ほとんどの資産は 3〜10 年の長期賃貸契約を締結し、安定的

な収益の流れを確保しています。世界的な企業、金融機関、高級ブランドな

ど信用度の高いテナントを優先的に誘致します。 

• 物価連動条項：賃貸契約には一般的に年間物価上昇率に応じた賃料調整条項

が含まれており、インフレーションから実質収益を保護します。 

• 段階的賃料上昇：長期契約の場合、契約期間中に事前に定められたスケジュ

ールに従って賃料が徐々に上昇する構造を適用します。 

• 追加収益源：基本賃料の他にも、共用スペースの活用、駐車場運営、付帯施

設などを通じた付加収益を創出します。 

収益分配メカニズム 

賃貸収益は以下の比率で分配されます： 

1. USDB@トークンホルダー配当（20%）： 
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o 不動産ポートフォリオから発生する純賃貸収益（NOI）の 60%は USD

B@トークンホルダーに分配されます。 

o 分配は保有する USDB@トークンの比率に応じて計算され、ステーキ

ング参加者には追加の重み付けが適用されます。 

o 配当は四半期ごとに自動的に支払われ、スマートコントラクトを通じ

て透明に実行されます。 

o ユーザーは USDC、USDT など主要なステーブルコインで配当を受け

取るオプションがあります。 

2. 運営・メンテナンス基金（10%）： 

o 賃貸収益の 20%は不動産資産の運営およびメンテナンスコストとして

割り当てられます。 

o この基金は建物管理、修繕、改善、税金、保険など必須コストをカバ

ーします。 

o 長期的な資産価値保全のための予防的メンテナンス活動が優先されま

す。 

o エネルギー効率向上、施設の現代化など価値増大投資にも活用されま

す。 

3. 安定性準備金（70%）： 

o 賃貸収益の 10%は安定性準備金として積み立てられ、予期せぬ状況に

備えます。 

o 市場変動性、一時的な空室、緊急状況などに対応するためのバッファ

ーとしての役割を果たします。 

o 担保比率を安全なレベルで維持するために必要に応じて活用されます

。 

o 一定規模以上蓄積された場合、追加不動産購入やトークンバイバック

に使用される可能性があります。 

配当の透明性と監査 

すべての賃貸収益と分配プロセスはブロックチェーンに記録され、完全な透明性を

保証します： 

• リアルタイムダッシュボード：ユーザーは資産ごとの賃貸状況、収益発生、

分配内容などをリアルタイムで確認できます。 



• スマートコントラクト自動化：収益分配は事前に定義されたスマートコント

ラクトを通じて自動的に実行され、仲介者の介入なく透明に行われます。 

• 独立監査：四半期ごとに独立した監査機関がすべての賃貸収益と分配内容を

検証し、レポートを発行します。 

• ブロックチェーン検証：すべての分配トランザクションはブロックチェーン

に記録され、永久に検証可能です。 

5.2 資産価値上昇メカニズム 

不動産資産の価値上昇は USDB エコシステムのもう一つの重要な収益源です。 

価値上昇戦略 

プロトコルは以下のような戦略を通じて保有資産の価値を増大させます： 

1. 戦略的資産選定： 

o 長期的な価値上昇潜在力が高い地域と不動産に投資します。 

o インフラ開発、都市再生、経済成長が予想される地域の資産を先制的

に購入します。 

o 供給が限られ需要が継続的に増加するプレミアム立地に集中します。 

o 将来の価値上昇要因（交通インフラ改善、商圏発展など）を分析して

投資決定に反映します。 

2. 資産価値向上活動： 

o リノベーションと現代化作業を通じて不動産の物理的価値を向上させ

ます。 

o エネルギー効率改善、スマートビル技術導入などで建物のグレードを

引き上げます。 

o テナント構成の最適化を通じて建物の商業的価値を増大させます。 

o 共用スペース改善、施設アップグレードなどを通じて賃料上昇潜在力

を高めます。 

3. 市場サイクル活用： 

o 不動産市場サイクルに応じて購入-保有-

売却戦略を柔軟に調整します。 

o 価値が過小評価されている市場低迷期に戦略的に資産を購入します。 



o 市場好況期に一部資産を売却して収益を実現し、ポートフォリオを再

調整します。 

o AI ベースの予測モデルを活用して市場サイクルの変化を早期に検知し

ます。 

4. AI 最適化： 

o 機械学習アルゴリズムを活用して資産の価値上昇潜在力を継続的に分

析します。 

o 大規模不動産データセットを分析して価値上昇パターンと機会を特定

します。 

o 最適なテナントミックス、賃料設定、契約構造を決定して資産価値を

最大化します。 

o ポートフォリオレベルで資産配分を最適化し、全体の価値成長を最大

化します。 

価値上昇のトークン反映方式 

不動産資産の価値上昇は以下のような方式でトークンエコシステムに反映されます

： 

1. USDB@価値上昇： 

o 保有不動産ポートフォリオの純資産価値（NAV）増加は USDB@の内

在価値上昇につながります。 

o 定期的な資産再評価を通じて更新された価値がプラットフォームに反

映されます。 

o USDB@の市場価格はこのような内在価値と成長見通し、市場需要な

どを複合的に反映します。 

o 不動産価値上昇率が高いほど USDB@の価値上昇潜在力も増加します

。 

2. 戦略的資産売却と収益実現： 

o 最適なタイミングで一部資産を戦略的に売却し、価値上昇分を実現し

ます。 

o 売却収益の一部は USDB@ホルダーに特別配当として分配されます。 

o 残りはより高い成長潜在力がある新たな資産購入に再投資されます。 

o このようなプロセスを通じてポートフォリオは継続的に最適化され、

更新されます。 

3. 資産価値の透明性： 



o すべての不動産資産は認定された独立評価会社によって定期的に評価

されます。 

o 評価結果はブロックチェーンに記録され、すべてのユーザーが検証で

きます。 

o リアルタイム資産価値ダッシュボードを通じて透明に現在のポートフ

ォリオ価値を確認できます。 

o 価値評価方法論とプロセスも公開され、透明性を高めます。 

5.3 手数料構造と資金管理 

USDB プロトコルは持続可能な運営のためのバランスの取れた手数料構造と体系的

な資金管理システムを備えています。 

手数料構造 

プロトコルは以下のような手数料を通じて追加収益を創出します： 

1. 取引手数料（0.05%）： 

o USDB トークンが取引されるたびに適用される少額の手数料です。 

o プラットフォーム内で発生するすべての USDB 取引に適用されます。 

o 外部取引所で取引される場合は、該当取引所の手数料ポリシーが適用

されます。 

o 手数料収入は流動性提供者報酬、プラットフォームメンテナンス、ネ

ットワークセキュリティ強化に使用されます。 

2. 買戻し手数料（変動）： 

o 少額買戻し（1,000 USDB 以下）：0.1% 

o 中規模買戻し（1,000〜10,000 USDB）：0.3% 

o 大規模買戻し（10,000 USDB 以上）：0.5% 

o 6 ヶ月以上 USDB を保有した長期ユーザーには買戻し手数料割引特典

が提供されます。 

o 買戻し手数料はシステム安定性維持と短期投機的取引抑制に貢献しま

す。 

3. 不動産管理手数料： 

o 不動産資産価値の約 1〜2%が専門不動産管理パートナーに支払われま

す。 

o この手数料は賃貸管理、施設メンテナンス、テナント関係管理などの

サービスに対する対価です。 



o 成果ベースのインセンティブ構造を適用し、効率的な資産管理を奨励

します。 

o 管理コストは賃貸収益から控除され、最終的な純収益に反映されます

。 

4. サービス手数料： 

o プレミアム AI 分析ツール、カスタムレポート、VIP サービスなど特別

サービスに対する手数料が課される場合があります。 

o これらのサービス手数料は USDB または USDB@で支払うことができ

、USDB@保有量に応じて割引が適用されます。 

o エコシステムの継続的な開発とサービス品質向上のための財源として

活用されます。 

資金管理原則 

プロトコルの資金は以下のような原則に従って慎重に管理されます： 

1. 流動性管理： 

o 総 USDB発行量の 10〜15%を現金または現金同等物として維持し、

買戻し要請に即座に対応できる流動性を確保します。 

o 様々な DEX と CEX に流動性プールを設定し、トークンの市場流動性

を保証します。 

o ストレステストを定期的に実施し、様々な市場状況での流動性充分性

を検証します。 

o 段階的な流動性確保計画を通じて大規模買戻し要請にも対応できるよ

う準備します。 

2. 資産配分： 

o 核心不動産ポートフォリオ：総資産の 85〜90% 

o 流動性準備金：総資産の 5〜10% 

o 開発・運営資金：総資産の 3〜5% 

o 緊急準備金：総資産の 2〜3% 

o このような資産配分は市場状況とプラットフォーム成長に応じてガバ

ナンス投票を通じて調整される可能性があります。 

3. リスク管理： 

o すべての資金移動はマルチシグウォレットを通じて行われ、単一主体

によるリスクを防止します。 



o 主要資金移動はガバナンス投票を通じて承認され、透明性と責任性を

保証します。 

o 定期的な外部監査を通じて資金管理の健全性を検証します。 

o 金融リスク、運営リスク、市場リスクなど様々なリスク要素を特定し

管理する総合的なリスク管理フレームワークを運営します。 

5.4 トークンバイバックと償却メカニズム 

USDB プロトコルは長期的なトークン価値管理とエコシステム健全性のための体系

的なトークンバイバックおよび償却プログラムを運営します。 

バイバックプログラム 

定期的なトークンバイバックプログラムは以下のように運営されます： 

1. バイバック資金源： 

o 賃貸収益の一定割合（5〜10%）：安定性準備金から割当 

o 不動産売却収益の一部（15〜20%）：資産価値上昇を実現してバイバ

ックに活用 

o プロトコル手数料収入の一部（25〜30%）：取引およびサービス手数

料から発生する収益活用 

o 定期的なバイバック予算はガバナンス投票を通じて承認されます。 

2. バイバックスケジュール： 

o 四半期ごとの定期バイバックプログラム実行 

o 市場状況とトークン価格に応じた柔軟な追加バイバック 

o 年間バイバック計画を事前に公開し、市場予測可能性を提供 

o 緊急状況（急激な価格下落など）に対応する特別バイバックメカニズ

ム準備 

3. 実行方式： 

o 複数の取引所に分散して購入することで市場への影響を最小化 

o スマートコントラクトを通じた自動化されたバイバック実行による透

明性確保 

o バイバック進行状況のリアルタイムモニタリングと公開 

o TWAP（Time-Weighted Average 

Price）戦略を通じた効率的な価格発見 



償却メカニズム 

購入したトークンの償却は以下のような方式で行われます： 

1. 償却比率： 

o バイバックした USDB@の 70〜80%は永久償却して流通量を減少 

o 残りの 20〜30%はエコシステム開発、ユーザー報酬、パートナーシッ

プインセンティブなどに再活用 

o 償却比率は市場状況とプラットフォーム成長段階に応じてガバナンス

を通じて調整可能 

o 長期的には初期発行量のかなりの部分（30〜40%）を償却することを

目標 

2. 償却検証： 

o すべての償却トランザクションはブロックチェーンに永久記録され、

検証可能 

o 償却のための特殊スマートコントラクトアドレス（バーンアドレス）

を使用してトークン復旧不可能 

o 償却イベント発生時の自動通知と告知 

o 四半期ごとの償却レポートを通じて累積償却量と影響分析を提供 

3. 効果モニタリング： 

o 償却に伴う流通量変化と市場影響の追跡 

o トークン価格、流動性、取引量など主要指標への影響分析 

o 償却プログラムの効果性評価と最適化 

o 市場フィードバックに基づくプログラム調整 

価値強化効果 

トークンバイバックと償却メカニズムは以下のような方式で USDB@トークンの価

値を強化します： 

1. 希少性向上： 

o 流通量減少を通じた自然な価値上昇圧力の生成 

o 固定された総発行量から償却されたトークンの割合が増加するにつれ

て相対的希少性が増加 



o 長期的にトークンの希少性とコレクション価値向上 

o 需給力学を通じた価格サポート 

2. 市場信頼構築： 

o 継続的なバイバックはプロトコルの財政健全性を市場に示すシグナル

となる 

o 長期的な価値管理に対するチームの意志表明 

o 投資家信頼強化と長期保有文化形成 

o プロトコル収益のトークンホルダー還元メカニズム提供 

3. 市場安定化： 

o 急激な市場下落時にバイバックを通じた価格サポート 

o 投機的要素の減少と価格変動性緩和 

o 売却圧力相殺効果 

o トークン価格と内在価値の格差縮小 

このような総合的な収益創出モデルを通じて、USDB プロトコルは安定的なステー

ブルコイン機能と共に実質的な不動産収益共有メカニズムを提供する持続可能なエ

コシステムを構築します。透明な賃貸収益分配、資産価値上昇参加、そしてトーク

ン経済学的価値強化メカニズムが有機的に結合し、USDB エコシステムのすべての

参加者に差別化された価値を提供します。 

  



6. AI 技術の統合 

USDB プロトコルは、最先端の人工知能技術をコアシステムに統合し、資産管理、

ユーザー体験、データ分析、透明性の分野で革新的なソリューションを提供します

。この AI 統合は、従来の不動産および暗号資産投資アプローチの限界を超え、デー

タ駆動型の意思決定とパーソナライズされたユーザー体験を可能にします。 

6.1 AI ベースの資産管理 

USDB プロトコルは人工知能技術を活用し、担保不動産資産の選別、管理、最適化

を革新的に実行します。 

資産選別および評価 

• データ駆動型選定アルゴリズム：立地、賃貸収益性、価値上昇潜在力、構造

的安定性など数百の変数を分析し、最適な不動産資産を特定します。 

• 市場トレンド分析：マクロ経済指標、地域別不動産市場動向、人口統計変化

、開発計画などを総合的に分析し、長期的に価値が安定している資産を選定

します。 

• リスク・リターン最適化：様々なシナリオシミュレーションを通じてリスク

を最小化しながら収益を最大化できる資産ポートフォリオを構成します。 

ポートフォリオ最適化 

• 動的ポートフォリオ調整：市場状況の変化に応じて資産ポートフォリオ構成

を動的に調整する AI ベースの意思決定システムを運用します。 

• 分散投資戦略：地域、不動産タイプ、テナント業種など様々な次元で最適な

分散投資比率を AI モデルが提案します。 

• 予防的メンテナンス：建物のパフォーマンスデータを分析して潜在的な問題

を事前に予測し、コスト効率の良いメンテナンススケジュールを策定します

。 

収益最適化 



• 賃料最適化：立地、市場条件、テナントの信用度などを考慮した最適賃料設

定モデルを提供します。 

• テナント選定：AI ベースの信用評価および適合性分析を通じて、長期的に安

定したテナントを選別します。 

• 運営コスト削減：エネルギー使用、人員配置、サービススケジュールなどを

最適化して運営効率を高め、コストを削減します。 

6.2 ユーザー向けカスタムエージェント 

USDB プロトコルの差別化された特徴の一つは、各ユーザーに提供されるパーソナ

ライズされた AI エージェントです。 

インテリジェントパーソナルアシスタント 

• 24 時間 365 日のパーソナライズドサービス：ユーザーはいつでも自分だけ

の AI エージェントと対話し、情報検索、分析、アドバイスを受けることがで

きます。 

• 自然言語インターフェース：複雑なコマンドなしでも日常的な言葉で質問し

応答を得られる直感的なインターフェースを提供します。 

• 多言語サポート：様々な言語でサービスを提供し、グローバルユーザーのア

クセシビリティを高めます。 

カスタム投資アドバイス 

• パーソナライズされたポートフォリオ分析：ユーザーの USDB および USDB

@保有量、ステーキング状況、投資期間などを総合的に分析し、パーソナラ

イズされたインサイトを提供します。 

• 目標ベース戦略：ユーザーの投資目標とリスク選好に合わせたカスタム投資

戦略を提案します。 

• シナリオシミュレーション：「もし私が追加投資したら？」のような仮想シ

ナリオを分析し、潜在的な結果を視覚化します。 

継続的学習と適応 



• ユーザー嗜好の学習：エージェントはユーザーとの対話を通じて嗜好と関心

事を学習し、徐々により正確なサービスを提供します。 

• 集合知の活用：個人データのプライバシーを保護しながらも、匿名化された

集団データのパターンを分析してインサイトの質を向上させます。 

• フィードバックベースの改善：ユーザーフィードバックを継続的に収集・分

析し、エージェントのパフォーマンスと精度を高めます。 

6.3 データ分析と予測システム 

USDB プロトコルは膨大な量のデータを収集、分析、解釈する最先端の AI システム

を構築し、正確な予測とインサイトを提供します。 

市場インテリジェンス 

• リアルタイム市場モニタリング：グローバル不動産市場、暗号資産市場、マ

クロ経済指標をリアルタイムでモニタリングし分析します。 

• トレンド識別：市場データからパターンとトレンドを識別し、新たな投資機

会や潜在的リスクを早期に発見します。 

• 競合分析：類似資産、プロジェクト、トークンのパフォーマンスを継続的に

分析し、競争優位性を維持します。 

予測モデリング 

• 価格予測：機械学習モデルを活用して不動産価格、賃料、トークン価値など

の将来トレンドを予測します。 

• シナリオ分析：様々な経済シナリオに応じた資産およびトークンパフォーマ

ンスをモデリングし、リスク管理を強化します。 

• 需要予測：地域別、資産タイプ別の需要トレンドを予測し、戦略的投資決定

をサポートします。 

異常検知とリスク管理 



• 異常取引検知：ネットワーク内の異常な取引パターンをリアルタイムで検知

し、詐欺やセキュリティ脅威を防止します。 

• 市場ボラティリティ予測：急激な市場変動を予測し、先制的対応戦略を策定

します。 

• ストレステスト：極端な市場状況をシミュレーションし、プロトコルの回復

力を検証・改善します。 

6.4 透明性と情報アクセシビリティ 

USDB プロトコルは AI 技術を活用し、すべての参加者に前例のないレベルの透明性

と情報アクセシビリティを提供します。 

リアルタイムデータダッシュボード 

• 総合パフォーマンスモニタリング：不動産資産パフォーマンス、トークン指

標、市場動向などを一目で確認できる直感的なダッシュボードを提供します

。 

• パーソナライズされたレポート：ユーザーの関心事とポートフォリオに合わ

せたカスタムレポートを自動生成します。 

• 多次元データ可視化：複雑なデータを理解しやすい視覚的形式で提供し、情

報アクセシビリティを高めます。 

オンチェーン検証と監査 

• 自動化された監査システム：AI ベースの監査ツールがすべてのオンチェーン

活動を継続的にモニタリングし検証します。 

• 不一致検知：オンチェーンデータとオフチェーン資産情報間の不一致を自動

的に検知し通知します。 

• 証明可能な資産連携：ブロックチェーンに記録されたデータと実物不動産資

産間の連携を明確に証明するシステムを提供します。 

情報民主化 



• 専門知識へのアクセシビリティ：従来は機関投資家と大手資産管理会社のみ

がアクセスできた専門的な不動産分析とインサイトをすべての参加者に提供

します。 

• 教育コンテンツ自動生成：AI がユーザーレベルに合わせた教育資料を自動生

成し、知識格差を縮小します。 

• コミュニティインテリジェンス：集合知を活用したデータ解釈とインサイト

共有を促進します。 

USDB プロトコルの AI 技術統合は単なる機能追加ではなく、エコシステムのあらゆ

る側面を強化する核心要素です。これにより、より効率的な資産管理、パーソナラ

イズされたユーザー体験、正確なデータ分析、そして前例のないレベルの透明性を

提供することができます。このような AI ベースのイノベーションは、USDB が従来

のステーブルコインと不動産投資商品を超え、真に差別化された価値を提供する核

心要素です。 

  



7. ロードマップ 

USDB プロトコルは、明確かつ体系的な開発・拡張計画に基づき、段階的に成長し

ていきます。本章では、開発段階ごとのマイルストーン、トークン販売スケジュー

ル、不動産資産確保計画、技術開発日程、およびエコシステム拡張計画について詳

細に説明します。 

7.1 開発段階別マイルストーン 

第 1 段階：基盤構築（2025 年第 1 四半期～第 2 四半期） 

• 核心 AI 

システム開発：不動産資産分析・評価のための AI アルゴリズム初期バージョ

ン開発 

• スマートコントラクト開発：イーサリアムベースの USDB および USDB@ト

ークンスマートコントラクト開発 

• セキュリティアーキテクチャ設計：マルチシグウォレット、オラクルセキュ

リティフレームワーク構築 

• リスク管理フレームワーク：初期リスク評価モデルおよびモニタリングシス

テム構築 

• 規制コンプライアンス体制：グローバル規制環境分析およびコンプライアン

スロードマップ策定 

第 2 段階：プロトコル開発（2025 年第 2 四半期～第 3 四半期） 

• AI 資産管理システムの高度化：市場予測モデル、ポートフォリオ最適化アル

ゴリズム開発 

• ユーザーカスタム AI エージェント：パーソナライズされた投資アドバイスお

よびポートフォリオ分析エージェント開発 

• リスク早期警報システム：市場変動性およびリスク要素自動検知システム実

装 



• スマートコントラクトセキュリティ監査：外部セキュリティ監査およびバグ

バウンティプログラム実施 

• 不動産資産評価 AI システム：グローバル不動産市場データ分析および最適投

資対象特定システム構築 

第 3 段階：プロトコル公開および初回資産確保（2025 年第 4 四半期） 

• AI 透明性ダッシュボード：資産パフォーマンスおよび価値評価をリアルタイ

ムで可視化する AI ベースダッシュボード公開 

• トークン公開：イーサリアムネットワークに USDB および USDB@トークン

スマートコントラクト展開 

• 初期ガバナンスシステム：トークンホルダー意見収集のための基本ガバナン

スフォーラムおよび投票システム構築 

• 初回不動産資産取得交渉完了：日本東京銀座地域初の商業用不動産取得契約

締結 

• セキュリティ運用体制：24 時間 365 日モニタリングおよび即時対応のため

のセキュリティ運用体制構築 

第 4 段階：エコシステム拡張（2026 年第 1 四半期～第 2 四半期） 

• 初回不動産資産確保完了：銀座地域商業用不動産取得完了およびトークン担

保化 

• 高度 AI 予測モデル：不動産市場および資産パフォーマンスのための深層学習

ベース予測モデル開発 

• DeFi 統合：主要 DeFi プロトコルとの統合による流動性および収益機会拡張 

• 江南地域資産デューデリジェンス：韓国ソウル江南地域投資対象不動産詳細

分析および交渉進行 

• リアルタイム資産モニタリングシステム：IoT および AI を活用した不動産資

産状態リアルタイムモニタリング 

第 5 段階：グローバル拡張（2026 年第 3 四半期～第 4 四半期） 

• 韓国江南資産確保：ソウル江南地域プレミアム商業用不動産取得完了 

• AI ベース規制コンプライアンスエンジン：地域別規制変化を自動的にモニタ

リングし適応するシステム 



• ガバナンス高度化：トークンホルダー参加拡大および分散型意思決定メカニ

ズム強化 

• シンガポール市場進出準備：シンガポール CBD 地域資産デューデリジェン

スおよびパートナーシップ構築 

• エネルギー効率最適化 AI：保有不動産のエネルギー消費および運営コストを

最適化する AI システム 

 

 

 

  



 

 



 

  



 

7.2 トークン販売スケジュール 

USDB トークン販売 

USDB は不動産資産確保に応じて発行されるステーブルコインで、以下のようなス

ケジュールで市場に公開されます： 

• プレセール（2025 年 5 月～6 月）： 

o 対象：機関投資家および戦略的パートナー 

o 期間：2 ヶ月 

o 目的：初回不動産資産取得のための資金確保 

• 第 1 回パブリックセール（2025 年 8 月）： 

o 対象：一般投資家 

o 販売方式：公式ウェブサイトおよびパートナー取引所を通じた販売 

o 特徴：購入者に USDB@トークンボーナス提供 

• 第 2 回パブリックセール（2025 年 9 月）： 

o 対象：一般投資家およびパートナーネットワーク 

o 販売方式：公式ウェブサイトおよびグローバル取引所ネットワーク 

o 特徴：第 1 回対比追加インセンティブ構造適用 

• エコシステム拡張段階（2026 年第 1 四半期～第 4 四半期）： 

o 追加資産確保に応じた段階的 USDB発行 

o 発行条件：すべての発行は不動産資産確保完了後のみ進行 

7.3 不動産資産確保計画 

USDB プロトコルは厳格な基準に従って段階的にプレミアム商業用不動産を確保し

、トークンの担保資産として活用します。 

初回資産確保（2025 年第 3 四半期～2026 年第 1 四半期） 

• 対象地域：日本東京銀座 

• 資産タイプ：A クラス商業用オフィスまたはリテールビル 



• 投資規模：約 100 億円 

• 目標特性：  

o プライム立地（銀座主要商圏内） 

o 安定的なテナント構成（グローバル企業または高級ブランド） 

o 最低純賃貸利回り（Net Yield）3.5%以上 

o 今後 5 年間の予想資産価値上昇率 15～20%（年平均 3～4%） 

o 予想年間総利回り（賃貸利回り＋資産価値上昇率）：6.5～7.5% 

• 投資収益戦略：  

o 安定的な賃貸収益による基本利回り確保 

o 銀座地域の持続的な不動産価値上昇トレンド活用 

o 歴史的に安定的な価値上昇を示してきたプレミアム立地選択 

o 外国人観光客増加および高級リテール市場成長に伴う追加価値上昇期

待 

• スケジュール：  

o 2025 年第 3 四半期：対象物件特定およびデューデリジェンス、交渉

進行 

o 2025 年第 4 四半期：資金確保完了および契約締結 

o 2026 年第 1 四半期：所有権移転完了および USDB トークン担保化 

ポートフォリオ拡張第 1 段階（2026 年第 1 四半期～第 3 四半期） 

• 対象地域：韓国ソウル江南三成駅周辺 

• 資産タイプ：プレミアムオフィスビル 

• 投資規模：約 1 億～1 億 5 千万ドル 

• 目標特性：  

o GTX（首都圏広域急行鉄道）集結地域である三成駅周辺のプライム立

地 

o GTX 路線の段階的完成に伴う持続的な地価および建物価値上昇期待 

o IT、金融、専門サービス企業テナント構成 

o 最新スマートビル仕様および環境認証 

• スケジュール：  

o 2026 年第 1～2 四半期：対象不動産特定および詳細デューデリジェン

ス 

o 2026 年第 3 四半期：契約締結および取得完了 

ポートフォリオ拡張第 2 段階（2026 年第 4 四半期～2027 年第 2 四半期） 



• 対象地域：シンガポール CBD 

• 資産タイプ：商業用複合ビル 

• 投資規模：約 1 億 5 千万～2 億ドル 

• 目標特性：  

o マリナベイまたはラッフルズプレイス隣接 

o 多国籍金融機関および企業本社テナント 

o 高級施設およびサービス提供 

• スケジュール：  

o 2026 年第 4 四半期：市場分析および対象物件特定 

o 2027 年第 1 四半期：デューデリジェンスおよび交渉 

o 2027 年第 2 四半期：取得完了 

グローバル拡張段階（2027 年第 3 四半期以降） 

• 対象地域：ニューヨークマンハッタン、ロンドンシティなどグローバル金融

中心地 

• 資産タイプ：プレミアムオフィスタワー、象徴的商業ビル 

• 投資規模：各 2 億～3 億ドル 

• 目標特性：  

o 世界的に認知度の高いランドマーク級建物 

o 長期賃貸契約を保有するグローバルアンカーテナント 

o 多様な通貨エクスポージャーによるポートフォリオ多角化 

• スケジュール：  

o 2027 年第 3 四半期：ニューヨーク市場参入準備 

o 2028 年第 1 四半期：初ニューヨーク資産確保 

o 2028 年第 3 四半期以降：ロンドンおよびその他グローバル市場拡張 

7.4 主要技術開発および公開スケジュール 

核心プロトコル開発（2025 年第 1 四半期～第 3 四半期） 

• トークンスマートコントラクト開発（2025 年第 1～2 四半期） 

o ERC-20 ベース USDB および USDB@トークン実装 

• AI 資産分析システム（2025 年第 2～3 四半期） 



o グローバル不動産データ収集および処理パイプライン構築 

o 資産価値評価および予測アルゴリズム開発 

o ポートフォリオ最適化エンジン実装 

o 担保管理および発行/償却メカニズム開発 

o マルチシグセキュリティおよびアップグレード機能実装 

• セキュリティインフラ構築（2025 年第 2～3 四半期） 

o オラクルシステム統合およびセキュリティ強化 

o ペネトレーションテストおよび脆弱性評価 

o 災害復旧および緊急対応計画策定 

核心機能公開（2025 年第 1～2 四半期） 

• AI アシスタントベータ公開（2025 年第 1 四半期） 

o 基本投資アドバイスおよび市場分析機能 

o パーソナライズされたポートフォリオ推奨システム 

o 自然言語インターフェース初期バージョン 

• AI アシスタント正式サービス公開（2025 年第 2 四半期） 

o 高度投資分析および市場予測機能 

o 資産価値および利回りシミュレーションツール 

o 多言語サポートおよびパーソナライズド学習システム 

o リアルタイム通知および市場モニタリングサービス 

• 基本プラットフォーム公開（2025 年第 2 四半期） 

o ウェブインターフェースおよびモバイルアプリ 

o トークン購入、ステーキング、報酬システム実装 

o 基本ダッシュボードおよびポートフォリオモニタリング機能 

• 資産証明システム（2025 年第 2 四半期） 

o オンチェーン不動産資産証明メカニズム 

o リアルタイム担保比率モニタリング 

o 独立監査および検証フレームワーク 

高度機能開発（2026 年第 1～2 四半期） 

• 高度 AI エージェント 



o パーソナライズされた学習および適応型投資アドバイス 

o 多言語サポートおよび文化的コンテキスト理解 

o 複雑なシナリオ分析および予測 

• 統合ガバナンスシステム 

o トークンベース投票メカニズム 

o 提案生成および討論プラットフォーム 

o 分散型意思決定プロセス 

• 高度リスク管理ツール 

o リアルタイムリスクモニタリングおよびアラートシステム 

o ストレステストおよびシナリオ分析 

o 自動化されたリスク軽減戦略 

エコシステム拡張技術（2026 年第 3～4 四半期） 

• DeFi 統合インターフェース 

o 主要 DeFi プロトコルとのシームレスな統合 

o 収益最適化戦略自動化 

o クロスチェーン流動性および相互運用性 

• 不動産管理ダッシュボード 

o 資産別パフォーマンス追跡および分析 

o 賃貸管理およびメンテナンス自動化 

o エネルギー使用および運営効率最適化 

• データインテリジェンスプラットフォーム 

o 高度データ可視化およびインサイト 

o 予測的メンテナンスおよび価値増大機会識別 

o 不動産市場トレンド分析および予測 

長期技術ロードマップ（2027 年以降） 

• AI ベース自律資産管理 

o 市場条件に応じた自動ポートフォリオ再調整 

o 最適購入/売却タイミング推奨 

o 賃料および運営戦略自動最適化 



• グローバル不動産データネットワーク 

o リアルタイムグローバル不動産データ収集および分析 

o 地域間投資機会比較分析 

o マクロ経済トレンドと不動産市場相関関係モデリング 

• 完全な分散型ガバナンス 

o トークンホルダー主導資産管理決定 

o 分散型資産選定およびデューデリジェンスシステム 

o コミュニティベースプロトコル進化 

7.5 エコシステム拡張計画 

ユーザーベース拡張 

• 初期採用者プログラム（2025 年第 4 四半期～2026 年第 1 四半期） 

o アーリーアダプター報酬および推薦プログラム 

o コミュニティ主導教育およびサポートイニシアチブ 

o ベータテスターフィードバックプログラム 

• グローバルユーザー拡張（2026 年第 2～4 四半期） 

o 地域別カスタマイズドマーケティングキャンペーン 

o 現地コミュニティ構築およびアンバサダープログラム 

o 多言語サポートおよびローカライズされたユーザー体験 

• 機関ユーザーオンボーディング（2026 年第 3 四半期以降） 

o 企業および機関投資家向けカスタマイズドソリューション 

o 企業財務管理および資産配分統合 

o 規制遵守および報告ツール 

サービス拡張 

• 不動産投資エコシステム（2026 年第 1～2 四半期） 

o 部分所有権ベース特殊不動産投資商品 

o ユーザーカスタム不動産ポートフォリオ構成ツール 

o 賃貸収益再投資および複利戦略 



• DeFi サービス統合（2026 年第 2～3 四半期） 

o USDB ベースローンおよび信用サービス 

o 金利収益最適化プロトコル 

o 自動化された収益ファーミング戦略 

• 決済および取引サービス（2026 年第 4 四半期以降） 

o グローバル不動産取引決済ソリューション 

o 国境間賃料支払いおよび管理システム 

o 不動産関連サービスマーケットプレイス 

パートナーシップ拡張 

• 初期戦略的パートナーシップ（2025 年第 3 四半期～2026 年第 1 四半期） 

o グローバル不動産サービス企業との協力 

o 主要暗号資産取引所およびウォレット統合 

o ブロックチェーンインフラプロバイダーとの提携 

• 産業統合パートナーシップ（2026 年第 2～4 四半期） 

o 金融機関および資産管理会社との協力 

o 不動産開発業者および運営会社ネットワーク構築 

o 代替投資プラットフォームおよび投資アプリ統合 

• 技術およびデータパートナーシップ（2026 年第 3 四半期以降） 

o 不動産データプロバイダーとの戦略的提携 

o AI およびデータ分析企業との共同研究 

o IoT およびスマートビル技術統合 

規制および法的拡張 

• 初期規制フレームワーク（2025 年第 1～3 四半期） 

o 核心運営地域での法的構造確立 

o 規制遵守ロードマップおよび戦略策定 

o 主要規制機関との通信チャネル構築 

• 規制アドバイザリーネットワーク（2025 年第 4 四半期～2026 年第 2 四半期

） 



o グローバル法律および規制専門家ネットワーク構築 

o 地域別規制変化モニタリングシステム 

o 先制的規制対応能力強化 

• グローバル規制適応（2026 年第 3 四半期以降） 

o 新市場進出のための規制戦略策定 

o グローバルデジタル資産規制標準化イニシアチブ参加 

o 持続可能な規制遵守フレームワーク発展 

このロードマップは市場状況、技術発展、規制環境変化に応じて調整される可能性

があり、USDB プロトコルは変化する環境に柔軟に対応しながら長期的なビジョン

を実現していきます。 

  



8. チームとアドバイザー（確定中） 

USDB プロトコルの成功的な実装と持続可能な成長を導く核心人材と戦略的パート

ナーシップをご紹介します。私たちのチームはブロックチェーン技術、不動産投資

、金融イノベーション、AI 開発分野の専門家で構成されており、グローバル市場で

の豊富な経験をもとに USDB のビジョン実現に向けて邁進していきます。 

8.1 創業チームメンバーと専門性 

USDB プロジェクトの創業チームは、各分野のエキスパートで構成されています。

現在、最終的なチーム編成を確定中ですが、以下のような専門家が参画予定です： 

• 最高経営責任者（CEO）：金融テクノロジーおよび不動産投資分野における

10 年以上の実績を持つリーダー。以前は大手投資ファンドでデジタル戦略を

統括し、複数の FinTech スタートアップの設立と成長に貢献。 

• 最高技術責任者（CTO）：ブロックチェーン技術とスマートコントラクト開

発の第一人者。イーサリアムエコシステムで複数の成功したプロジェクトを

手掛け、分散型アプリケーションの設計と実装に精通。 

• 最高投資責任者（CIO）：商業用不動産への投資と資産管理において 20 年以

上の経験を持つベテラン。アジアおよびグローバル市場での不動産ポートフ

ォリオ管理の専門知識を活かし、優良資産の選定と最適化を担当。 

• 最高データ責任者（CDO）：AI および機械学習の専門家で、不動産データ分

析と予測モデリングの先駆者。以前はテック大手でデータサイエンスチーム

を率い、複雑な市場動向分析システムを開発。 

• 最高法務責任者（CLO）：デジタル資産規制およびグローバル不動産法に精

通した法律の専門家。複数の国際法律事務所での経験を持ち、規制コンプラ

イアンスとリスク管理を担当。 

8.2 不動産および金融専門家 



USDB のビジョン実現には、実物資産とデジタル資産の両分野に精通した専門家の

サポートが不可欠です： 

• 不動産評価・取得チーム：各地域の不動産市場に精通した専門家で構成され

、最適な資産の特定、評価、交渉、取得を担当します。東京、ソウル、シン

ガポールなど主要市場での豊富な経験を持つメンバーが参画予定です。 

• 資産管理チーム：商業用不動産の運営と価値最大化の専門家で、テナント関

係管理、施設最適化、収益向上戦略の立案と実行を担当します。 

• 金融モデリングスペシャリスト：複雑な金融モデルの開発と分析を専門とし

、資産評価、リスク管理、トークン経済学の設計と最適化を行います。 

• マクロ経済アナリスト：グローバル経済動向と不動産市場の相関関係を分析

し、長期投資戦略の策定に貢献します。 

8.3 戦略的アドバイザー 

USDB プロジェクトは、業界をリードする以下のようなアドバイザーからの指導と

支援を受ける予定です： 

• ブロックチェーン業界リーダー：主要なブロックチェーンプロジェクトの創

設者や技術リーダーがプロトコル設計とエコシステム発展に関する戦略的ア

ドバイスを提供します。 

• 不動産投資の権威：グローバルな不動産投資会社のパートナーや元 CEO が

市場動向の分析と投資戦略の最適化をサポートします。 

• 金融規制の専門家：元金融規制当局者や国際的な金融法の専門家が規制コン

プライアンスと持続可能なビジネスモデルの構築をアドバイスします。 

• テクノロジー・イノベーター：AI、データサイエンス、フィンテックの分野

で革新的な成果を上げた起業家や研究者が技術開発の方向性を導きます。 

8.4 主要パートナーシップ 

USDB エコシステムの強化と拡大のために、以下の分野での戦略的パートナーシッ

プを構築していきます： 



技術パートナー 

• ブロックチェーンインフラプロバイダー：高速で安全なトランザクション処

理と多層セキュリティを実現するための技術基盤を提供するパートナー 

• AI およびデータ分析企業：不動産市場分析と予測モデリングの専門知識と技

術を提供する協力企業 

• セキュリティ監査機関：スマートコントラクトとプロトコル全体のセキュリ

ティを検証・保証する第三者機関 

不動産パートナー 

• グローバル不動産サービス企業：各市場での資産特定、評価、取得をサポー

トする世界的な不動産サービス会社 

• 資産管理会社：取得した不動産の日常的な管理と運営を最適化する専門会社 

• 不動産テクノロジー企業：不動産データの収集・分析と効率的な資産管理を

可能にする先進技術を持つ企業 

金融および取引所パートナー 

• 暗号資産取引所：USDB と USDB@トークンの流動性と市場アクセスを提供

する主要取引所 

• DeFi プロトコル：追加の収益機会と流動性プールを提供するための分散型金

融プロトコル 

• カストディソリューション：機関投資家向けの安全なデジタル資産保管サー

ビスを提供するパートナー 

戦略的産業パートナー 

• 機関投資家：大規模資本参加と長期的なエコシステム安定化に貢献する機関

投資家 

• フィンテック企業：決済統合と日常的な USDB 利用を促進するフィンテック

サービス 

• 教育・研究機関：ブロックチェーンと不動産技術の研究開発を支援し、業界

知識と人材育成に貢献する機関 



USDB プロジェクトは、これらの優れた人材とパートナーシップを通じて、確かな

専門知識、透明性、革新的な視点を組み合わせ、不動産担保型デジタル資産の新時

代を切り開いていきます。チームとアドバイザーの詳細な経歴と実績は、プロジェ

クト公式発表時に詳しくご紹介いたします。 

  



9. ガバナンスと規制遵守 

USDB プロトコルは、分散型の理念と規制遵守のバランスを最適化し、すべての利

害関係者の参加を保証する堅固なガバナンス構造を構築しました。本章では、プロ

トコルの意思決定プロセス、ガバナンス構造、規制遵守戦略、そして透明性と監査

体制について詳細に説明します。 

9.1 意思決定プロセス 

USDB プロトコルは、効率性とコミュニティ参加のバランスを取った多層的な意思

決定プロセスを実装しています。 

提案と投票システム 

• USDB 改善提案（UIP）：すべての主要な変更は「USDB 改善提案（USDB 

Improvement 

Proposal）」フレームワークを通じて正式化されます。この標準化された形

式により、明確な議論と評価が可能になります。 

• 提案分類：提案は以下のように分類されます： 

o 核心プロトコル変更：トークン契約、担保管理、価格安定化メカニズ

ムなど核心機能関連 

o パラメータ調整：手数料率、ステーキング報酬、担保比率などの設定

値変更 

o 資産管理：不動産資産の購入、売却、ポートフォリオ調整関連 

o 財務決定：プロトコル資金の配分、収益分配政策、予算承認など 

o 運営およびガバナンス：ガバナンスルール自体の変更または運営方針

関連 

• 段階的意思決定手続き： 

1. 討論段階：公開フォーラムでの初期アイデア議論およびフィードバッ

ク収集 

2. 正式提案段階：標準テンプレートに従った正式 UIP 提出 

3. 審査段階：技術委員会による実現可能性および安全性審査 

4. 投票段階：トークンホルダーコミュニティによるオンチェーン投票 

5. 実行段階：承認された提案の実装および展開 



投票権限と重み付け 

• トークンベース投票：USDB@トークン保有者が基本投票権を持ちます。投

票の重み付けは保有トークン数量とステーキング期間に比例します。 

• 二次投票システム：単一主体の過度な影響力を防止するため、二次投票（Qu

adratic 

Voting）方式を適用します。これにより、投票力がトークン数量の平方根に

比例するよう設計され、より分散した意思決定が促進されます。 

• 長期ステーカーボーナス：長期間（6 ヶ月以上）トークンをステーキングし

た参加者に追加投票重みを付 し、長期的視点の意思決定を奨励します。 

• 専門家委員会権限：技術、不動産、法律、財務など各専門領域別委員会が該

当分野の提案に対する諮問意見を提供し、緊急状況では限定的な実行権限を

持ちます。 

タイムロックと拒否権メカニズム 

• 実行遅延期間：すべての主要変更事項は承認後、実行までに一定期間（変更

重要度に応じて 24 時間〜7 日間）の遅延を設け、追加審査と必要時の介入が

可能なようにします。 

• 緊急停止メカニズム：重大なバグや脆弱性発見時、マルチシグセキュリティ

ウォレットを通じて変更事項を一時的に停止できる安全装置を設けています

。 

• 段階的アップグレード：システムの安定性のため、主要変更事項は段階的に

実装され、各段階は十分なテストと検証を経ます。 

9.2 分散型ガバナンス構造 

USDB プロトコルは、リリース時点から段階的な分散化経路を追求し、最終的には

完全なコミュニティ主導ガバナンスを目指します。 

段階的分散化計画 

• 初期段階（1〜6 ヶ月）：核心チームが主要意思決定を主導しますが、重要な

変更事項はコミュニティ意見収集後に進行します。この期間中、安定的な基

盤を構築し、初期の脆弱性を解決します。 



• 移行段階（6〜18 ヶ月）：徐々に意思決定権限をコミュニティに委譲し始め

ます。パラメータ調整、資産管理決定などが投票システムに移行します。 

• 成熟段階（18 ヶ月以降）：大部分の意思決定権限がコミュニティに委譲され

、核心チームは助言役に転換します。プロトコルレベルの変更もオンチェー

ンガバナンスを通じて決定されます。 

ガバナンス機関 

• USDB 

DAO（分散型自律組織）：トークンホルダーで構成される最高意思決定機関

として、プロトコルの主要方針と方向性を決定します。 

• 専門委員会：各専門分野別に構成された委員会が該当領域の提案を審査し、

技術的妥当性、法的遵守、財務的影響などを評価します： 

o 技術委員会：コード変更、セキュリティ、技術開発関連 

o 不動産委員会：資産選定、評価、管理関連 

o 法律・規制委員会：規制遵守、法的リスク管理関連 

o 財務委員会：資金管理、予算配分、トークンエコノミー関連 

• 運営チーム：ガバナンス決定事項を実行し、日常的なプロトコル運営を担当

するチームで、DAO に定期的に報告し責任を負います。 

インセンティブ調整 

• ガバナンス参加報酬：提案提出、討論参加、投票などガバナンス活動に対す

るインセンティブを提供し、活発な参加を奨励します。 

• 長期保有者特典：長期的にトークンを保有しステーキングする参加者に追加

ガバナンス権限と収益分配特典を提供します。 

• 建設的貢献の認定：コード貢献、コミュニティ成長、エコシステム拡張など

プロトコルへの建設的貢献をする参加者に追加報酬と認定を提供します。 

9.3 規制遵守戦略 

USDB プロトコルは、グローバル金融規制環境での持続可能な運営のための包括的

な規制遵守戦略を構築しました。 



グローバル規制アプローチ 

• 法的構造：USDB プロトコルは多層的な法的構造を通じて様々な規制環境に

柔軟に対応します。核心法人、資産保有エンティティ、国別運営法人など目

的に合った法的構造を構築します。 

• 管轄区域別カスタム戦略：主要運営地域別に現地規制に合わせた運営モデル

を開発し、必要時は現地法人設立またはライセンス取得を推進します。 

• 規制変化モニタリング：グローバルデジタル資産および不動産投資関連規制

動向を継続的にモニタリングし、先制的に対応戦略を策定します。 

主要規制領域への対応 

•  券法遵守: 

USDB@は  ではなく、プ イ ート  産 ン ーシップへのアク スを提供す

るユーテ リテ トークンとして  されています。各国の規 当局と積極 にコ

ミュニケーションを取り、USDB@のユーテ リテ としての 性と  との明確な

違いを説明し、関連する    ームワークを遵守します。トークンの  と 能

においてユーテ リテ の 性を強化し、  明確性を確 するた の継続 な取

り組みを行います。 

AML/KYC 方針：マネーロンダリング防止（AML）および顧客確認（KYC）規制

を遵守するための強力な方針と手続きを実装します。リスクベースアプローチに

よりユーザー検証レベルを調整します。 

• データ保護とプライバシー：GDPR などグローバルデータ保護規制を遵守し

、ユーザーデータ保護のための最高レベルのセキュリティ対策を実装します

。 

• 不動産規制：各国の不動産所有権、外国人投資制限、税金規定などを遵守す

る資産構造を設計します。 

規制当局との協力 

• 先制的コミュニケーション：主要運営国の規制当局と先制的にコミュニケー

ションを取り、プロトコルの運営モデルと遵守努力について透明に共有しま

す。 



• 規制サンドボックス参加：可能な場合、規制サンドボックスプログラムに参

加し、革新的なビジネスモデルをテストし規制機関と協力的関係を構築しま

す。 

• 業界イニシアチブ貢献：ブロックチェーンおよびデジタル資産業界の自主規

制イニシアチブに積極的に参加し、健全な産業発展に貢献します。 

9.4 透明性と監査体制 

USDB プロトコルは、信頼構築のための最高レベルの透明性と監査体制を実装して

います。 

オンチェーン透明性 

• 資産証明システム：すべての担保不動産資産の所有権、価値、状態がブロッ

クチェーンに記録され、リアルタイムで検証可能です。 

• トークン発行・償却追跡：すべての USDB トークン発行と償却はブロックチ

ェーンに透明に記録され、発行されたトークンと担保資産間の関係を明確に

確認できます。 

• ガバナンス決定記録：すべての提案、投票、実行された決定がブロックチェ

ーンに永久に記録され、ガバナンス履歴の透明性と説明責任を保証します。 

定期的独立監査 

• 財務監査：四半期ごとに独立した会計法人による財務監査を実施し、プロト

コルの資産、負債、収益、費用など財務状態を検証します。 

• 不動産資産監査：独立した不動産評価士による定期的な資産価値評価および

検証を実施します。 

• スマートコントラクト監査：主要スマートコントラクトは最低二つ以上の独

立したセキュリティ監査機関によって検証されます。すべてのコード変更は

追加監査を経た後にのみ実装されます。 

• 運営監査：プロトコル運営全般に対する定期的な独立監査を通じて効率性、

セキュリティ、規制遵守状態を評価します。 

透明な報告システム 



• リアルタイムダッシュボード：トークン発行量、担保資産価値、担保比率な

ど主要指標をリアルタイムで確認できる公開ダッシュボードを提供します。 

• 定期報告書：月次、四半期、年次報告書を通じて資産パフォーマンス、プロ

トコル発展状況、財務状態など詳細情報を公開します。 

• インシデント報告体制：セキュリティインシデント、技術的問題、規制変更

など重要事項が発生した場合、透明かつ迅速にコミュニティに公開する体制

を整えています。 

コミュニティ監督 

• コミュニティ監査委員会：トークンホルダーコミュニティから選出された監

査委員会がプロトコル運営を独立して審査・評価します。 

• 公開質疑システム：すべてのトークンホルダーがプロトコル運営に関する質

問を提出し、公開回答を受けられるシステムを運営します。 

• 内部告発者保護：プロトコル内部の問題点や懸念事項を安全に報告できる内

部告発者保護方針を策定します。 

USDB プロトコルのガバナンスおよび規制遵守体制は、分散化と規制遵守のバラン

スを追求し、すべての利害関係者の参加と信頼をもとに持続可能な成長を実現する

基盤となります。私たちはブロックチェーン技術の革新性と従来金融の安定性を結

合した責任ある金融プラットフォームを構築するため、継続的にガバナンス構造を

発展させていきます。 

  



10. リスク要素と対応戦略 

USDB プロトコルは実物不動産資産とブロックチェーン技術を組み合わせた革新的

なソリューションを提供しますが、このような革新には様々なリスク要素が伴いま

す。本章では、USDB エコシステムが直面する可能性のある主要リスク要素とそれ

に対する体系的な対応戦略を透明に公開します。これは投資家とユーザーが情報に

基づいた判断ができるようサポートし、プロトコルの長期的な安定性と信頼性を確

保するためです。 

10.1 市場リスク 

USDB プロトコルがさらされる可能性のある外部市場要因に関連するリスクです。 

不動産市場下落リスク 

• リスク要素: 

グローバルまたは地域の不動産市場の急激な価値下落は、USDB の担保資産

価値に直接的な影響を える可能性があります。これは担保比率の低下とト

ークン価値に対する不確実性につながる恐れがあります。 

• 対応戦略: 

o ポートフォリオ分散化: 

地域、資産タイプ、テナントなど様々な側面でポートフォリオを分散

化し、特定市場の下落の影響を分散させます。 

o 動的資産管理: 

市場サイクルを分析し、先制的に資産ポートフォリオを調整すること

で市場下落リスクを管理します。 

o 安定化準備金: 

総資産価値の一定比率を現金性資産として維持し、市場下落時の流動

性と安定性を確保します。 

流動性リスク 

• リスク要素: 

市場ストレス状況で多数のユーザーが同時に USDB の買戻しを求めた場合、

不動産資産の低い流動性により、即時対応が困難になる可能性があります。 

• 対応戦略: 



o 流動性レイヤリング: 総資産の 10-

15%を現金および高流動性資産として維持し、日常的な買戻し要求に

即時対応します。 

o 流動性プールインセンティブ: 

主要 DEX および CEX に深い流動性プールを維持するためのインセン

ティブプログラムを運営します。 

o 段階的買戻しプロセス: 

大規模買戻し要求に対して段階的処理メカニズムを実装し、システム

安定性を維持します。 

o 信用枠確保: 

緊急時に備え、不動産資産を担保とした信用枠を事前に確保します。 

為替・金利リスク 

• リスク要素: 

グローバル不動産資産を保有しながら USD ベーストークンを発行することに

よる為替変動リスクが存在します。また、金利上昇は不動産価値に否定的影

響を える可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 通貨ヘッジ: 

主要投資地域の為替変動リスクをヘッジするための金融商品を活用し

ます。 

o 金利リスク管理: 

変動金利負債を制限し、必要に応じて金利スワップなどのデリバティ

ブを活用します。 

o 国別ポートフォリオバランシング: 

マクロ経済指標を考慮した国別資産配分戦略を策定します。 

o 経済早期警戒システム: 

AI ベースの経済指標モニタリングにより金利および為替リスクを早期

に検知します。 

 

  



 

10.2 技術的リスク 

ブロックチェーン技術およびスマートコントラクトに関連するリスク要素です。 

スマートコントラクト脆弱性 

• リスク要素: 

スマートコントラクトのコードエラー、セキュリティ脆弱性、または論理的

欠陥は、資金損失やプロトコル機能障害につながる可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 複数セキュリティ監査: 

最低 2 つ以上の独立したセキュリティ監査機関による徹底的なコード

検証を実施します。 

o 段階的デプロイ: 

主要変更事項はテストネット検証、限定的デプロイ、全体デプロイの

段階を経て、リスクを最小化します。 
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o バグバウンティプログラム: 

外部セキュリティ研究者が脆弱性を発見・報告できるインセンティブ

プログラムを運営します。 

o 形式検証: 

重要スマートコントラクトに対する数学的形式検証を通じて安全性を

証明します。 

オラクル障害リスク 

• リスク要素: 

不動産価値評価、賃貸収益データなど外部データをブロックチェーンに連携

するオラクルシステムの障害または操作リスクが存在します。 

• 対応戦略: 

o 分散型オラクルネットワーク: 

単一データソースに依存せず、複数オラクルとデータプロバイダーを

活用します。 

o 異常値検知アルゴリズム: 

異常なデータ入力を自動的に検知・フィルタリングするアルゴリズム

を実装します。 

o データ遅延検証: 

重要な価格データは一定時間の検証期間を経た後にシステムに反映し

ます。 

o オフチェーン検証メカニズム: 

主要データはブロックチェーン外部の独立した検証システムを通じて

追加確認します。 

ブロックチェーンインフラリスク 

• リスク要素: 

基盤となるブロックチェーンネットワークのスケーラビリティ制限、過度な

ガスコスト、ネットワーク混雑、または基本レイヤーのセキュリティ問題な

どが発生する可能性があります。 

• 対応戦略: 



o マルチチェーンアプローチ: 

単一ブロックチェーンに依存せず、様々なブロックチェーンプラット

フォームにわたって運営します。 

o レイヤー2 ソリューション: 

スケーラビリティとコスト効率性のため、Optimism、Arbitrum などの

レイヤー2 ソリューションを活用します。 

o ガス最適化: 

スマートコントラクトのガス効率性を継続的に改善し、運営コストを

最小化します。 

o 緊急マイグレーション計画: 

基本ブロックチェーンに深刻な問題発生時、代替ネットワークへ迅速

にマイグレーションできる計画を策定しています。 

10.3 規制リスク 

規制環境変化に関連するリスク要素です。 

デジタル資産規制変化 

• リスク要素: 

グローバルデジタル資産規制が強化される中で、USDB の運営モデルに影響

を える新たな規制が導入される可能性があります。 

• 対応戦略: 

o プライベート不動産メンバーシップ明確化: 

USDB は単なるステーブルコインではなく、不動産担保による資産価

値保全を最大限努力する相対的安全資産であり、証券型トークンでは

なくプライベート不動産メンバーシップとしての性格を明確に説明し

ます。これにより、従来のステーブルコイン規制とは異なるアプロー

チで評価されるよう規制当局と積極的に対話します。 

o 規制モニタリングシステム: 

グローバル主要市場のデジタル資産関連規制変化を継続的にモニタリ

ングします。 



o モジュラーコンプライアンス: 

地域別規制要件に合わせて調整できる柔軟なコンプライアンス構造を

設計します。 

o 先制的規制対応: 

規制変化の兆しが見えた時点で先制的に対応し、適応時間を確保しま

す。 

不動産投資規制 

• リスク要素: 

外国人不動産投資制限、税金政策変更、所有権規制などが資産ポートフォリ

オ構成・管理に影響を える可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 法的構造多様化: 

様々な法的構造と所有形態を活用し、規制変化に柔軟に対応します。 

o 地域多様化: 

特定国や地域の規制リスクを分散するため、様々な地域に投資します

。 

o 現地パートナーシップ: 

各投資地域の現地パートナーと協力し、規制変化に効果的に対応しま

す。 

o 規制フレンドリーな地域優先: 

不動産投資に友好的で安定的な規制環境を持つ地域に優先投資します

。 

データ保護・個人情報規制 

• リスク要素: 

GDPR、CCPA などデータ保護規制が強化され、ユーザーデータ処理に対す

る制約が増加する可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 個人情報最小化: 

必須的な個人情報のみを収集・処理する原則を適用します。 

o データローカライゼーション: 

必要に応じてデータを現地で処理・保存する構造を実装します。 



o 同意ベースシステム: 

すべてのデータ収集・処理に明示的同意を得るシステムを構築します

。 

o 匿名化・暗号化: 

高度暗号化およびデータ匿名化技術を適用し、個人情報を保護します

。 

10.4 運営リスク 

プロトコルの日常的運営に関連するリスク要素です。 

資産管理リスク 

• リスク要素: 

不動産資産の不適切な管理、メンテナンス問題、テナント関連問題などが資

産価値と収益に影響を える可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 専門管理パートナーシップ: 

各地域別専門不動産管理会社と協力し、資産を効率的に管理します。 

o 予防的メンテナンス: 

定期的な点検と予防的メンテナンスを通じて資産価値を保全します。 

o テナント選別システム: 

厳格なテナント信用評価と選別プロセスを構築します。 

o 保険最適化: 

様々なリスクをカバーする包括的な保険ポートフォリオを維持します

。 

運営効率性リスク 

• リスク要素: 

非効率的な運営プロセス、高い運営コスト、人的エラーなどがプロトコルの

収益性と安定性に影響を える可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 自動化最大化: 

反復的でエラー可能性のある作業を自動化し、効率性を高め人的エラ

ーを最小化します。 



o 明確な運営プロセス: 

すべての核心作業に対する標準化された運営手順(SOP)を策定します

。 

o 継続的改善文化: 

運営プロセスの継続的な見直しと改善を奨励する文化を醸成します。 

o 核心パフォーマンス指標(KPI)モニタリング: 

運営効率性を測定・改善するための明確な KPI を設定・追跡します。 

評判・採用リスク 

• リスク要素: 

否定的な出来事、誤った情報、またはユーザー体験問題による評判毀損がユ

ーザー採用とトークン価値に影響を える可能性があります。 

• 対応戦略: 

o 透明なコミュニケーション: 

すべての重要事項について透明かつタイムリーなコミュニケーション

を維持します。 

o コミュニティ管理: 

活発なコミュニティ管理とユーザーフィードバック収集を通じて信頼

を構築します。 

o 教育コンテンツ: 

ユーザーがプロトコルを簡単に理解・使用できるよう包括的な教育資

料を提供します。 

o 危機管理計画: 

評判に影響を える可能性のある事象に対応するための詳細な危機管

理計画を策定します。 

10.5 リスク軽減フレームワーク 

USDB プロトコルは様々なリスク要素を体系的に管理するための総合的なリスク軽

減フレームワークを構築しました。 

リスクガバナンス構造 



• リスク管理委員会: 

技術、法律、金融、不動産専門家で構成される専門委員会がリスク識別、評

価、対応戦略を監督します。 

• 定期的リスク評価: 

四半期ごとにすべてのリスク要素を体系的に審査・評価し、リスクプロファ

イルを更新します。 

• リスク対応責任分担: 

各主要リスク領域別に明確な責任者を指定し、効果的な管理と対応を保証し

ます。 

多層防御戦略 

• 予防的コントロール: 

リスク発生を事前に防止するための方針、手順、技術的コントロールを実装

します。 

• 検知メカニズム: 

リスク兆候を早期に検知できるモニタリングシステムとアラート体制を構築

します。 

• 対応計画: 

リスク事象発生時に迅速かつ効果的に対応するための詳細な計画を策定しま

す。 

• 復旧戦略: 

リスク事象発生後、迅速に通常運営に復帰するための復旧手順を策定します

。 

継続的リスク管理改善 

• フィードバックループ: 

実際のリスク事象と対応結果を分析し、リスク管理フレームワークを継続的

に改善します。 

• シナリオテスト: 

様々なリスクシナリオに対する定期的なシミュレーションとテストを通じて

対応能力を強化します。 



• 外部専門家レビュー: 

リスク管理フレームワークに対する定期的な外部専門家レビューを通じて客

観的な評価と改善点を導出します。 

USDB プロトコルはこのような包括的なリスク管理アプローチを通じて様々なリス

ク要素に効果的に対応し、ユーザー資産を保護しプロトコルの長期的な持続可能性

を確保するために最善を尽くしています。しかし、すべてのリスクを完全に排除す

ることはできず、ユーザーは USDB エコシステム参加時にこれらの潜在的リスク要

素を十分に考慮する必要があります。 

  



11. 結論とビジョン 

11.1 長期的産業影響 

USDB プロトコルは、ブロックチェーン、不動産、金融産業全般にわたって以下の

ような長期的な影響を えると予想されます。 

金融市場の再定義 

• 資産アクセシビリティの民主化: 

USDB は従来、少数の富裕な投資家にのみ限定されていたプレミアム不動産

市場を誰でも参加できるよう開放することで、資産所有のパラダイムを根本

的に変革します。これは経済的不平等の緩和に寄 し、より多くの人々に富

創出の機会を提供することになるでしょう。 

• プライベート不動産メンバーシップの新概念: 

USDB は単なる投資商品ではなく、プレミアム不動産へのアクセス権を提供

するプライベートメンバーシップとして、デジタル資産の概念を拡張します

。実物資産の安定性と賃貸収益という実質的価値を組み合わせた新しいモデ

ルを構築します。 

• ハイブリッド金融構造: 

従来の金融システムとブロックチェーン技術の利点を組み合わせたハイブリ

ッドモデルは、規制遵守とイノベーションのバランスポイントを提示し、未

来の金融システムの青写真を提供します。 

不動産産業イノベーション 

• 流動性革命: 

USDB は本質的に非流動的な不動産資産に前例のない流動性を付 すること

で、不動産市場の効率性とアクセシビリティを大きく向上させます。これに

より不動産取引方法と価格発見メカニズムが根本的に変化するでしょう。 

• グローバル投資障壁の撤廃: 

地理的、規制的、文化的障壁を超えてグローバル不動産市場にアクセスでき

る経路を提供することで、国境なき不動産投資エコシステムを構築します。 



• データ駆動型不動産管理: 

AI 技術を活用したデータ駆動型資産選別・管理アプローチは、不動産産業の

効率性と透明性を高める新たな標準を確立するでしょう。 

ブロックチェーン活用拡大 

• 実物資産トークン化: 

USDB は不動産以外にも様々な実物資産のトークン化のための成功モデルと

インフラを提供することで、ブロックチェーン技術の実用的活用を拡大しま

す。 

• 実生活ユースケース: 

安定的な価値と実質的なユーティリティを提供する USDB は、日常的な決済

、送金、貯蓄などブロックチェーン技術の実生活活用事例を創出します。 

• 機関参加促進: 

規制遵守と実物資産ベースの安定性を備えた USDB は、機関投資家の暗号資

産市場参加を促進する架け橋としての役割を果たすでしょう。 

11.2 USDB の未来ビジョン 

USDB プロトコルは単なるトークンプロジェクトを超え、未来の金融システムの核

心インフラとして発展していくという長期的なビジョンを持っています。 

グローバル金融インフラ 

• 汎用価値交換手段: 

USDB は国家と通貨の境界を超えて安定的かつ効率的な価値交換手段として

機能し、グローバル金融システムの効率性と包摂性を高めます。 

• デジタル-実物資産ブリッジ: 

デジタル経済と実物経済の間の架け橋としての役割を果たし、二つの世界の

利点を組み合わせた新しい経済パラダイムを主導します。 

• 新興市場金融アクセシビリティ: 

従来の金融インフラが不足している新興市場に安定的なデジタル通貨と投資

機会を提供し、金融包摂性を拡大します。 



エコシステム拡張ビジョン 

• USDB エコノミーシステム: 

USDB を中心に様々な金融サービス、投資商品、決済ソリューションが統合

された総合的な経済システムを構築します。 

• 産業特化ソリューション: 

不動産、貿易金融、サプライチェーン、保険など様々な産業分野に特化した

USDB ベースソリューションを開発し、実物経済への適用を拡大します。 

• 開発者エコシステム: 

外部開発者と企業が USDB インフラ上に革新的なアプリケーションとサービ

スを構築できるオープンエコシステムを醸成します。 

持続可能な発展 

• ESG価値統合: 

環境に優しく社会的責任を果たす不動産資産に重点を置くことで、持続可能

な金融の原則を実践します。 

• 包摂的成長: 

様々な規模の投資家が公正な条件で参加できる包摂的なエコシステムを構築

することで、経済的機会の不平等を減らすことに貢献します。 

• 革新的ガバナンス: 

コミュニティ参加と専門性をバランス良く組み合わせた革新的なガバナンス

モデルを通じて長期的に持続可能な発展を追求します。 

11.3 プライベートメンバーとしての参加 

USDB プロトコルは金融の未来を共に創造していく様々な利害関係者の積極的な参

加を招待します。 

参加者とユーザーへ 

• 金融パラダイムの転換への参加: 

USDB は単なる投資商品ではなく、金融システムの変化を導く新しいパラダ



イムへの参加機会を提供します。安定性と収益性、アクセシビリティと透明

性を兼ね備えた USDB を通じて、未来金融の変化を直接体験してください。 

• ポートフォリオ多角化: 

従来の金融商品、暗号資産、そして今や USDB という実物資産ベースのデジ

タルトークンまで含むバランスの取れたポートフォリオを構成し、リスクを

分散しながら安定的な収益を追求しましょう。 

• 金融自律性確保: 

国境と仲介者の制約なく、自分の資産を直接管理・コントロールできる自律

性を体験してください。USDB は従来の金融システムの限界を超える新たな

金融自由を提供します。 

パートナーと開発者へ 

• 革新的エコシステムへの参加: 

USDB インフラ上に革新的なアプリケーションとサービスを構築することで

、急速に成長するエコシステムの一部になってください。API、開発ツール、

技術サポートなど様々なリソースを提供し、皆様のイノベーションを支援し

ます。 

• 産業統合機会: 

既存金融サービス、不動産ビジネス、企業財務管理など様々な分野に USDB

を統合することで新たなビジネスチャンスを創出しましょう。私たちのパー

トナーシッププログラムは成功的な統合と成長のためのサポートを提供しま

す。 

• 共同イノベーション: 

技術的課題を共に解決し、新たな標準を確立し、実物資産トークン化の未来

を共に定義していく協力パートナーを探しています。共同研究、開発プロジ

ェクト、イノベーションイニシアチブにぜひご参加ください。 

コミュニティとエコシステムへ 

• 積極的ガバナンス参加: 

USDB@をステーキングしガバナンスに参加することで、プロトコルの未来

方向性を共に決定してください。皆様の声と投票は USDB エコシステムの発

展に重要な役割を果たします。 



• 知識共有と教育: 

USDB と実物資産トークン化への理解を深め、それをコミュニティと共有し

てください。教育コンテンツ作成、地域ミーティング主催、ソーシャルメデ

ィア活動など様々な方法でエコシステム成長に貢献できます。 

• フィードバック提供: 

皆様の経験、アイデア、提案は USDB プラットフォームを改善する上で非常

に貴重です。コミュニティフォーラム、ソーシャルメディア、ユーザーアン

ケートなど様々なチャネルを通じて積極的なフィードバックをお寄せくださ

い。 

11.4 参加方法 

USDB エコシステムに参加し、この革新的な旅の一員になる方法は以下の通りです

。 

トークン参加 

• USDB 購入: 

公式ウェブサイト（www.usdb.io）や主要暗号資産取引所を通じて USDB ト

ークンを購入し、プレミアム不動産ポートフォリオに参加できます。 

• USDB@獲得: 

USDB 購入時のボーナスとして USDB@トークンを受け取るか、トークンセ

ールおよび公開販売に参加してエコシステムの成長潜在力に投資できます。 

• ステーキングプログラム: 

USDB と USDB@トークンをステーキングして追加報酬を得たり、ガバナン

ス参加権限を獲得したりできます。 

コミュニティ参加 

• ソーシャルチャネル参加: 

公式 Discord、Telegram、Twitter などのソーシャルチャネルに参加して最新

情報を受け取り、コミュニティと交流できます。 



• ガバナンスフォーラム: 

ガバナンスフォーラムで提案を検討し議論に参加しながら、プロトコルの未

来方向性決定に影響を えることができます。 

• アンバサダープログラム: 

USDB アンバサダープログラムに参加してエコシステム拡散に貢献し、特別

な報酬と認定を受けることができます。 

開発者・パートナー協力 

• 開発者ポータル: 

開発者ポータル（developers.usdb.io）で API 文書、SDK、開発ガイドなど

のリソースにアクセスできます。 

• パートナーシップ問い合わせ: partnership@usdb.io 

にパートナーシップ提案を送り、協力可能性について議論できます。 

• ハッカソンおよび助成金: 

定期的に開催されるハッカソンとエコシステム助成金プログラムに参加して

革新的なアイデアを実現できます。 

USDB プロトコルはブロックチェーン技術と実物不動産資産の力を結合し、すべて

の人がアクセスできる安定的で収益性のあるデジタル経済エコシステムを創出する

ことを目指しています。この革新的な旅に皆様をご招待します。共に金融の未来を

再定義し、より包摂的で効率的なグローバル金融システムを構築していきましょう

。 

USDB - 

実物資産の安定性、デジタルイノベーションの自由、そしてグローバルアクセシビ

リティが出会う場所。 

11.5 終わりに 

USDB は不動産市場に革命をもたらします。私たちのビジョンは、東京の銀座、ソ

ウルの江南、シンガポールのビジネス地区など、世界的に名高いプレミアム不動産

への投資機会を民主化することです。USDB を通じて、これまで一握りの富裕層に

のみ可能だった投資の扉が、すべての人に開かれます。 



USDB の本質は、単なる分散型金融プロジェクトを超えています。私たちは透明性

、アクセシビリティ、そして実質的な価値創造に重点を置いています。すべてのト

ークン保有者に専用の AI エージェントを提供することで、投資状況をリアルタイム

で把握し、いつでも質問に答えることができます。これは、従来の RWA プロジェ

クトが年次報告書のみを提供する「目隠しダーツ」のような状態とは一線を画しま

す。 

私たちのトークンエコノミクスは、安定した価値を保持する USDB と、成長と収益

分配に参加できる USDB@の二重構造を採用しています。この革新的なアプローチ

により、安定性と成長機会の両方を提供します。 

私たちのロードマップは明確です。2025 年に東京銀座から始まり、ソウル、シンガ

ポール、そして世界の主要都市へと拡大していきます。各ステップは慎重に計画さ

れ、トークン保有者の利益を最大化するよう設計されています。 

USDB と共に、不動産投資の未来を創造しましょう。わずか 1 ドルから、世界最高

級の不動産に参加できる機会があなたを待っています。 

参加方法とリソース 

USDB エコシステムへの参加は簡単です。以下のリソースを活用して、プロジェク

トに参加し、最新情報を入手してください。 

コミュニティへの参加 

私たちの活発なコミュニティに参加して、他の投資家や開発者と交流し、プロジェ

クトの未来を共に形作りましょう。ディスカッションフォーラム、ソーシャルメデ

ィアチャンネル、定期的な AMA セッションを通じて、あなたの声を USDB の発展

に反映させることができます。 

 



 
 

USDB は投資商品の域を超え、不動産と金融の未来を再定義する革新的なプロトコ

ルです。ブロックチェーン技術と AI の力を融合させることで、プレミアム不動産資

産へのアクセスを民主化し、透明性と効率性を実現しています。 

USDB - 

実物資産の安定性、デジタル革新の力、グローバルアクセシビリティの融合。 


